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議
会
報
告
会・意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す

令和5年度政務活動費
　
政
務
活
動
費
と
は
、
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
ほ
か
の
活
動
に
資
す
る
た
め
必
要
な

経
費
の
一
部
と
し
て
、
議
員
に
対
し
、
交
付
す
る
金
銭
的
給
付
の
こ
と
で
す
。
交
付

額
は
、
議
員
１
人
あ
た
り
月
額
１
万
２
５
０
０
円
（
年
額
15
万
円
）
で
す
。
残
額

は
、
市
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

　
議
員
が
直
接
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
議
会
活
動
の
報
告
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

す
。

　
市
内
の
10
地
区
の
会
場
で
、
10
月
28
日
（
月
曜
日
）
か
ら
11
月
１
日
（
金
曜

日
）
に
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※詳細及び過去の政務活動費については、議会ホームページでご覧いただけます。
※本表に記載のない議員は、政務活動費の交付を申請しませんでした。

（令和５年４月～令和６年３月分）

150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円

473,148円
8,948円

132,286円
154,219円
93,565円
8,948円
85,818円
283,869円
190,032円
178,132円
123,173円
8,948円
8,958円

172,824円
143,083円
187,023円

0円
141,052円
17,714円

0円
56,435円
141,052円
64,182円

0円
0円
0円

26,827円
141,052円
141,042円

0円
6,917円
0円

広報費、資料作成費、資料購入費
資料作成費
広報費、資料作成費
研修費、資料作成費
研修費、広報費、資料作成費
資料作成費
広報費、資料作成費
広報費、資料作成費
広報費、資料作成費
研修費、資料作成費
研修費、資料作成費
資料作成費
資料作成費
研修費、資料作成費
研修費、資料作成費
広報費、資料作成費

八名地区

鳳来南部地区

舟着地区

鳳来中部地区

新城地区

作手地区

東郷地区

鳳来北西部地区

千郷地区

鳳来東部地区

富岡ふるさと会館（集会室）

山吉田高齢者生きがいセンター（和室）

鳥原児童館（遊戯室）

市民センターほうらい（集会室）

勤労青少年ホーム（軽運動場）

つくで交流館（ホール）

愛知東農協本店（会議室）

玖老勢コミュニティプラザ（会議室）

西部公民館（多目的室）

鳳来中央集会所（アリーナ）

１０月２８日（月）
19:00～20:30

１０月２９日（火）
19:00～20:30

１０月３０日（水）
19:00～20:30

１０月３１日（木）
19:00～20:30

１１月１日（金）
19:00～20:30

カークランド陽子
今 泉 吉 孝
小 林 秀 德
竹 下 修 平
齊 藤 竜 也
佐 宗 龍 俊
鈴 木 長 良
浅 尾 洋 平
小 野 田 直 美
村 田 康 助
山 口 洋 一
長 田 共 永
鈴 木 達 雄
滝 川 健 司
中 西 宏 彰
丸 山 隆 弘

氏　名

開 催 日 時 地　　区 会　　場

交付額 支出額 返還額 主　な　使　途

令和
６年度

特集
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6月定例会では、15人が一般質問に登壇し、市の見解を質問しました。
一般質問とは、議員個人の立場で質問するものです。

一般質問

▶

本市の人口動態の推移は。Q.

日本人では、男性より女性の転出
超過が大きい。

Ａ.

認知症を正しく理解し、認識を
深めるための取り組みは。

Q.

認知症サポーター養成講座等を
開催している。

Ａ.

　
本
市
に
お
け
る
人
口
問
題
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

❶
本
市
の
人
口
動
態
の
推
移
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

か
。

❷
人
口
動
態
の
分
析
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
に
人
口
の
減
少
と
少
子
化
対
策
と

し
て
実
施
し
て
き
た
施
策
と
そ
の
効

果
は
。

❶
社
会
減
の
日
本
人
で
見
る
と
、
男
性

よ
り
女
性
の
転
出
超
過
が
大
き
い
。

ま
た
、
平
成
27
年
か
ら
令
和
２
年
に

お
け
る
転
出
の
７
割
強
が
県
内
で
、

そ
の
う
ち
の
３
分
の
２
が
東
三
河
地

域
に
転
出
し
て
い
る
。
外
国
人
は
転

入
超
過
が
続
い
て
お
り
、
人
口
が
増

え
て
い
る
。
自
然
減
は
、
少
子
高
齢

化
の
影
響
に
よ
り
、
死
亡
数
が
出
生

数
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

❷
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
や
出
産
・

子
育
て
応
援
交
付
金
事
業
、
一
般
不

妊
治
療
費
助
成
事
業
、
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
事
業
な
ど
の
経
済
面

の
支
援
と
、
プ
レ
コ
ン
で
明
る
い
未

来
を
作
ろ
う
事
業
な
ど
の
健
康
面
の

支
援
を
展
開
し
効
果
を
感
じ
て
い

る
。
ま
た
、
移
住
定
住
促
進
に
お
い

て
、
本
市
に
住
む
意
思
を
も
っ
て
も

ら
う
に
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
積
極
的
に
行
い
本
市
に
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
よ
り
情
報

を
発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度

か
ら
移
住
相
談
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
、
相
談
会
に
参
加
し
た
市
外

の
方
か
ら
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
見

て
申
し
込
み
を
し
た
と
い
う
意
見
も

聞
い
て
お
り
、
効
果
が
で
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
も
情
報
発

信
を
し
、
本
市
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に

努
め
る
こ
と
で
、
移
住
定
住
に
つ
な

げ
た
い
。

小林秀德

動画でチェック
議員

企
画
部
長

▶

　
本
市
の
認
知
症
理
解
と
支
援
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
認
知
症
と
い
う
病
気
を
正
し
く
理
解

し
、
認
識
を
深
め
る
た
め
の
取
り
組
み

は
。

❷
認
知
症
の
人
へ
の
理
解
を
深
め
る
取

り
組
み
は
。

❸
認
知
症
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
取
り

組
み
は
。

❹
過
去
５
年
に
お
け
る
、
本
市
の
高
齢

者
単
独
世
帯
の
推
移
は
。

❶
認
知
症
の
正
し
い
知
識
や
付
き
合
い

方
等
の
講
座
や
学
習
会
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い

る
。

❷
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
知

識
を
土
台
に
、
実
践
の
場
で
必
要
と

な
る
知
識
や
必
要
に
応
じ
て
手
助
け

を
す
る
た
め
の
対
応
技
術
を
学
ぶ
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
研
修
を
開
催
し
て
い
る
。

❸
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
が
、
認

知
機
能
の
低
下
が
あ
る
方
の
早
期
発

見
と
早
期
対
応
で
あ
る
。
本
市
で

は
、
認
知
症
に
特
化
し
た
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
（
検
査
）
は
実
施
し
て
い
な

い
が
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
74
歳
に
な
る
方
を
対
象
に
、
心
身

や
日
常
生
活
の
状
態
な
ど
を
介
護
予

防
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

り
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
日
常
生
活
の

様
々
な
場
面
で
の
行
動
や
記
憶
力
な

ど
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
認
知

機
能
低
下
の
早
期
発
見
に
大
切
な
手

段
で
あ
る
。

❹
各
年
度
４
月
１
日
現
在
の
状
況
で
、

令
和
２
年
度
が
２
５
２
３
世
帯
、
令

和
３
年
度
が
２
６
３
１
世
帯
、
令
和

４
年
度
が
２
６
５
９
世
帯
、
令
和
５

年
度
が
２
７
４
８
世
帯
、
令
和
６
年

度
が
２
８
４
７
世
帯
。

鈴木長良

動画でチェック
議員

健
康
福
祉
部
長



1

議
会
報
告
会・意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す

令和5年度政務活動費
　
政
務
活
動
費
と
は
、
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
ほ
か
の
活
動
に
資
す
る
た
め
必
要
な

経
費
の
一
部
と
し
て
、
議
員
に
対
し
、
交
付
す
る
金
銭
的
給
付
の
こ
と
で
す
。
交
付

額
は
、
議
員
１
人
あ
た
り
月
額
１
万
２
５
０
０
円
（
年
額
15
万
円
）
で
す
。
残
額

は
、
市
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

　
議
員
が
直
接
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
議
会
活
動
の
報
告
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

す
。

　
市
内
の
10
地
区
の
会
場
で
、
10
月
28
日
（
月
曜
日
）
か
ら
11
月
１
日
（
金
曜

日
）
に
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※詳細及び過去の政務活動費については、議会ホームページでご覧いただけます。
※本表に記載のない議員は、政務活動費の交付を申請しませんでした。

（令和５年４月～令和６年３月分）

150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円

473,148円
8,948円
132,286円
154,219円
93,565円
8,948円
85,818円
283,869円
190,032円
178,132円
123,173円
8,948円
8,958円
172,824円
143,083円
187,023円

0円
141,052円
17,714円

0円
56,435円
141,052円
64,182円

0円
0円
0円

26,827円
141,052円
141,042円

0円
6,917円
0円

広報費、資料作成費、資料購入費
資料作成費
広報費、資料作成費
研修費、資料作成費
研修費、広報費、資料作成費
資料作成費
広報費、資料作成費
広報費、資料作成費
広報費、資料作成費
研修費、資料作成費
研修費、資料作成費
資料作成費
資料作成費
研修費、資料作成費
研修費、資料作成費
広報費、資料作成費

八名地区

鳳来南部地区

舟着地区

鳳来中部地区

新城地区

作手地区

東郷地区

鳳来北西部地区

千郷地区

鳳来東部地区

富岡ふるさと会館（集会室）

山吉田高齢者生きがいセンター（和室）

鳥原児童館（遊戯室）

市民センターほうらい（集会室）

勤労青少年ホーム（軽運動場）

つくで交流館（ホール）

愛知東農協本店（会議室）

玖老勢コミュニティプラザ（会議室）

西部公民館（多目的室）

鳳来中央集会所（アリーナ）

１０月２８日（月）
19:00～20:30

１０月２９日（火）
19:00～20:30

１０月３０日（水）
19:00～20:30

１０月３１日（木）
19:00～20:30

１１月１日（金）
19:00～20:30
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ラ
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よ
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て
申
し
込
み
を
し
た
と
い
う
意
見
も

聞
い
て
お
り
、
効
果
が
で
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
も
情
報
発

信
を
し
、
本
市
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に

努
め
る
こ
と
で
、
移
住
定
住
に
つ
な

げ
た
い
。

小林秀德

動画でチェック
議員

企
画
部
長

▶

　
本
市
の
認
知
症
理
解
と
支
援
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
認
知
症
と
い
う
病
気
を
正
し
く
理
解

し
、
認
識
を
深
め
る
た
め
の
取
り
組
み

は
。

❷
認
知
症
の
人
へ
の
理
解
を
深
め
る
取

り
組
み
は
。

❸
認
知
症
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
取
り

組
み
は
。

❹
過
去
５
年
に
お
け
る
、
本
市
の
高
齢

者
単
独
世
帯
の
推
移
は
。

❶
認
知
症
の
正
し
い
知
識
や
付
き
合
い

方
等
の
講
座
や
学
習
会
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い

る
。

❷
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
知

識
を
土
台
に
、
実
践
の
場
で
必
要
と

な
る
知
識
や
必
要
に
応
じ
て
手
助
け

を
す
る
た
め
の
対
応
技
術
を
学
ぶ
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
研
修
を
開
催
し
て
い
る
。

❸
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
が
、
認

知
機
能
の
低
下
が
あ
る
方
の
早
期
発

見
と
早
期
対
応
で
あ
る
。
本
市
で

は
、
認
知
症
に
特
化
し
た
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
（
検
査
）
は
実
施
し
て
い
な

い
が
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
74
歳
に
な
る
方
を
対
象
に
、
心
身

や
日
常
生
活
の
状
態
な
ど
を
介
護
予

防
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

り
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
日
常
生
活
の

様
々
な
場
面
で
の
行
動
や
記
憶
力
な

ど
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
認
知

機
能
低
下
の
早
期
発
見
に
大
切
な
手

段
で
あ
る
。

❹
各
年
度
４
月
１
日
現
在
の
状
況
で
、

令
和
２
年
度
が
２
５
２
３
世
帯
、
令

和
３
年
度
が
２
６
３
１
世
帯
、
令
和

４
年
度
が
２
６
５
９
世
帯
、
令
和
５

年
度
が
２
７
４
８
世
帯
、
令
和
６
年

度
が
２
８
４
７
世
帯
。

鈴木長良

動画でチェック
議員

健
康
福
祉
部
長
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▶

操業認可申請書に基づく、実態
確認の日時およびその結果は。

Q.

県に確認したが、情報提供が
得られなかった。

Ａ.

本市の不当要求行為対応のポイント
は。

Q.

相手に対し組織として毅然とした姿
勢で臨むこと。

Ａ.

　
新
城
南
部
企
業
団
地
産
業
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
２
次
発
酵
槽
で
３
槽
目
が
半
分
ま
で

詰
ま
る
と
原
料
受
け
入
れ
を
一
時
中

断
す
る
と
し
た
操
業
認
可
申
請
書
に

基
づ
き
、
実
態
確
認
を
し
た
日
時
お

よ
び
そ
の
結
果
は
。

❷
今
後
の
季
節
変
化
に
よ
り
ハ
エ
の
発

生
（
令
和
５
年
多
発
）
が
危
惧
さ
れ

る
が
発
生
抑
止
策
は
施
さ
れ
て
い
る

か
。

❸
５
月
測
定
の
臭
気
指
数
が
規
制
基
準

値
を
超
過
し
た
こ
と
に
対
し
、
悪
臭

防
止
法
に
基
づ
く
改
善
勧
告
及
び
改

善
命
令
を
発
動
す
べ
き
時
期
と
考
え

ら
れ
る
が
、
認
識
は
。

❶
県
に
確
認
し
た
が
、
情
報
提
供
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
。

❷
令
和
５
年
か
ら
引
き
続
き
、
殺
虫
剤

の
散
布
に
よ
り
発
生
を
抑
え
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

❸
悪
臭
防
止
法
第
８
条
に
基
づ
き
、
市

が
改
善
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

が
、
臭
気
指
数
が
継
続
的
に
規
制
基

準
値
を
超
過
し
て
い
る
か
ど
う
か
と

い
う
客
観
的
な
事
実
に
よ
り
判
断
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
回
の
基
準
値
超
過
は
既
に
事

業
者
に
対
し
、
速
や
か
に
原
因
の
究

明
と
改
善
、
臭
気
の
低
減
を
図
る
よ

う
改
善
指
導
書
を
交
付
し
て
い
る
。

今
後
、
原
因
究
明
や
改
善
が
図
ら
れ

ず
、
継
続
的
に
規
制
基
準
値
を
超
過

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
改
善

勧
告
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

・
「
人
口
戦
略
会
議
」
令
和
６
年
４
月

24
日
に
明
ら
か
に
な
っ
た
本
市
の

「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
と
さ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
供
用
開
始

に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

山口洋一

動画でチェック
議員

▶

　
不
当
要
求
行
為
等
（
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
）
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
本
市
の
不
当
要
求
行
為
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト
と
職
員
に
伝
え
た

い
こ
と
は
。

❷
市
民
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
職
員
の
実
名

を
挙
げ
て
事
実
と
意
見
が
混
在
す
る

文
章
を
継
続
し
て
掲
載
し
て
い
る
件

に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
掲
載
状
況
と

市
の
対
応
は
。

❶
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

記
載
事
項
は
い
ず
れ
も
重
要
な
も

の
。
不
当
要
求
へ
の
対
応
を
し
て
い

く
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
組
織
と

し
て
対
応
を
し
て
い
く
点
と
、
相
手

に
対
し
て
は
毅
然
と
し
た
姿
勢
で
臨

む
と
い
う
点
に
な
る
。
職
員
へ
は
、

不
当
要
求
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
所
属
部
署
で
は
、
窓
口

で
対
応
す
る
職
員
の
安
全
安
心
の
確

保
、
ま
た
、
対
応
す
る
職
員
が
決
し

て
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
必
ず
上
司

や
不
当
要
求
行
為
等
防
止
対
策
責
任

者
と
一
緒
に
対
策
を
考
え
て
い
く
よ

う
伝
え
て
い
く
。

❷
市
が
把
握
し
て
い
る
事
案
は
、
提
出

さ
れ
た
資
料
に
よ
り
４
月
初
旬
頃
の

投
稿
ま
で
は
確
認
し
て
い
る
。
現

在
、
市
の
業
務
が
妨
害
さ
れ
、
不
当

な
圧
力
を
受
け
る
と
い
っ
た
状
況
で

は
な
い
の
で
、
静
観
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
ま
た
、
実
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
職
員
か
ら
も
都
度
、
情
報
を
得
て

い
る
。
引
き
続
き
心
理
的
支
援
を
受

け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
、
職
員
が
安

心
し
て
仕
事
に
取
り
組
め
る
環
境
づ

く
り
に
務
め
て
い
く
。

・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
災
害

時
用
の
備
蓄
に
つ
い
て

小野田直美

動画でチェック
議員

企
画
部
長

市
民
協
働
部
長

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項
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▶

義務教育期間中の、自転車に関
する教育の実施は。

Q.

毎年、小中学校で警察署員等に
指導してもらっている。

Ａ.

こども園の統廃合についての進
捗は。

Q.

７月中に「こども園再編・整備
計画」を策定し公表する。

Ａ.

　
「
じ
て
ん
し
ゃ
の
ま
ち
新
城
」
に
つ

い
て
伺
う
。

❶
義
務
教
育
期
間
中
に
自
転
車
の
乗
り

方
や
交
通
ル
ー
ル
、
法
令
等
、
自
転

車
に
関
す
る
教
育
を
ど
の
よ
う
に
実

施
し
て
い
る
か
。

❷
直
近
５
年
間
の
市
内
で
の
自
転
車
事

故
発
生
件
数
の
推
移
と
主
な
事
故
の

原
因
は
。

❸
ラ
イ
ド
新
城
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ

プ
の
活
用
状
況
と
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

を
目
的
と
し
た
観
光
客
数
の
把
握
状

況
は
。

❶
毎
年
、
す
べ
て
の
小
学
校
で
交
通
安

全
教
室
を
行
っ
て
い
る
。
学
校
規
模

に
よ
り
方
法
は
異
な
る
が
、
警
察
署

員
、
交
通
指
導
員
、
青
パ
ト
隊
の

方
々
に
、
自
転
車
の
乗
り
方
、
横
断

歩
道
の
渡
り
方
、
交
通
規
則
な
ど
を

指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
中
学
校

も
、
警
察
署
員
や
交
通
指
導
員
に
指

導
し
て
も
ら
う
機
会
を
設
け
て
い

る
。
小
中
学
校
問
わ
ず
、
長
期
休
業

前
な
ど
、
児
童
生
徒
に
交
通
安
全
に

対
す
る
注
意
喚
起
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
。

❷
令
和
元
年
度
は
15
件
、
令
和
２
年
度

は
５
件
、
令
和
３
年
度
は
10
件
、
令

和
４
年
度
は
７
件
、
令
和
５
年
度
は

６
件
の
全
体
で
43
件
の
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。
主
な
事
故
原
因
は
、
交

差
点
で
の
自
転
車
同
士
や
歩
行
者
と

の
接
触
に
な
る
。

❸
活
用
状
況
は
、
市
内
観
光
施
設
等
へ

の
設
置
、
市
外
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
で
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
近
年
、
桜
淵
公
園
を
中
心
に
市

内
各
所
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む

方
を
多
く
見
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感

じ
る
が
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
目
的
と

し
た
観
光
客
数
は
把
握
し
て
い
な

い
。

竹下修平

動画でチェック
議員

産
業
振
興
部
長

▶

　
本
市
に
お
け
る
こ
ど
も
園
の
統
廃
合

に
つ
い
て
伺
う
。

❶
令
和
５
年
９
月
に
第
12
回
新
城
市
市

民
ま
ち
づ
く
り
集
会
が
「
こ
ど
も
園

か
ら
考
え
よ
う
・
新
城
の
子
ど
も
の

未
来
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た

が
、
地
元
へ
の
説
明
の
進
捗
は
。

❷
千
郷
地
区
の
こ
ど
も
園
再
配
置
等
の

計
画
や
課
題
は
い
つ
示
さ
れ
る
の

か
。

❶
市
民
ま
ち
づ
く
り
集
会
で
は
、
こ
ど

も
園
や
子
育
て
環
境
の
良
い
と
こ
ろ

悪
い
と
こ
ろ
を
議
論
し
て
も
ら
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
も
ら
っ
た
。
　

多
く
の
意
見
は
、
施
設
の
老
朽
化
、

園
児
数
の
減
少
に
よ
る
集
団
の
育
ち

の
確
保
、
保
育
士
不
足
に
よ
る
保
育

士
の
負
担
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

等
に
関
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
意
見

を
踏
ま
え
て
課
題
を
整
理
し
、
「
こ

ど
も
園
再
編
・
整
備
計
画
（
素
案
）
」

を
令
和
６
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け

て
統
廃
合
に
関
係
の
あ
る
こ
ど
も
園

の
保
護
者
会
と
地
域
協
議
会
等
へ
説

明
し
、
意
見
を
も
ら
い
、
「
こ
ど
も

園
再
編
・
整
備
計
画
（
案
）
」
と
し

て
ま
と
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
た
。

❷
５
月
16
日
か
ら
６
月
17
日
ま
で
の
期

間
で
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
７
月
中
に

こ
ど
も
園
再
編
・
整
備
計
画
を
策
定

し
、
公
表
す
る
。
千
郷
地
区
の
こ
ど

も
園
再
配
置
等
に
関
し
て
も
計
画
の

中
で
示
す
。

・
本
市
に
お
け
る
小
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て

・
東
三
河
ご
み
焼
却
施
設
広
域
化
計
画

の
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

・
本
市
に
お
け
る
自
然
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て

・
高
速
乗
合
バ
ス
「
山
の
湊
号
」
に
つ

い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

山田辰也

動画でチェック
議員

健
康
福
祉
部
長
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▶

操業認可申請書に基づく、実態
確認の日時およびその結果は。

Q.

県に確認したが、情報提供が
得られなかった。

Ａ.

本市の不当要求行為対応のポイント
は。

Q.

相手に対し組織として毅然とした姿
勢で臨むこと。

Ａ.

　
新
城
南
部
企
業
団
地
産
業
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
２
次
発
酵
槽
で
３
槽
目
が
半
分
ま
で

詰
ま
る
と
原
料
受
け
入
れ
を
一
時
中

断
す
る
と
し
た
操
業
認
可
申
請
書
に

基
づ
き
、
実
態
確
認
を
し
た
日
時
お

よ
び
そ
の
結
果
は
。

❷
今
後
の
季
節
変
化
に
よ
り
ハ
エ
の
発

生
（
令
和
５
年
多
発
）
が
危
惧
さ
れ

る
が
発
生
抑
止
策
は
施
さ
れ
て
い
る

か
。

❸
５
月
測
定
の
臭
気
指
数
が
規
制
基
準

値
を
超
過
し
た
こ
と
に
対
し
、
悪
臭

防
止
法
に
基
づ
く
改
善
勧
告
及
び
改

善
命
令
を
発
動
す
べ
き
時
期
と
考
え

ら
れ
る
が
、
認
識
は
。

❶
県
に
確
認
し
た
が
、
情
報
提
供
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
。

❷
令
和
５
年
か
ら
引
き
続
き
、
殺
虫
剤

の
散
布
に
よ
り
発
生
を
抑
え
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

❸
悪
臭
防
止
法
第
８
条
に
基
づ
き
、
市

が
改
善
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

が
、
臭
気
指
数
が
継
続
的
に
規
制
基

準
値
を
超
過
し
て
い
る
か
ど
う
か
と

い
う
客
観
的
な
事
実
に
よ
り
判
断
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
回
の
基
準
値
超
過
は
既
に
事

業
者
に
対
し
、
速
や
か
に
原
因
の
究

明
と
改
善
、
臭
気
の
低
減
を
図
る
よ

う
改
善
指
導
書
を
交
付
し
て
い
る
。

今
後
、
原
因
究
明
や
改
善
が
図
ら
れ

ず
、
継
続
的
に
規
制
基
準
値
を
超
過

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
改
善

勧
告
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

・
「
人
口
戦
略
会
議
」
令
和
６
年
４
月

24
日
に
明
ら
か
に
な
っ
た
本
市
の

「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
と
さ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
供
用
開
始

に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

山口洋一

動画でチェック
議員

▶

　
不
当
要
求
行
為
等
（
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
）
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
本
市
の
不
当
要
求
行
為
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト
と
職
員
に
伝
え
た

い
こ
と
は
。

❷
市
民
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
職
員
の
実
名

を
挙
げ
て
事
実
と
意
見
が
混
在
す
る

文
章
を
継
続
し
て
掲
載
し
て
い
る
件

に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
掲
載
状
況
と

市
の
対
応
は
。

❶
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

記
載
事
項
は
い
ず
れ
も
重
要
な
も

の
。
不
当
要
求
へ
の
対
応
を
し
て
い

く
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
組
織
と

し
て
対
応
を
し
て
い
く
点
と
、
相
手

に
対
し
て
は
毅
然
と
し
た
姿
勢
で
臨

む
と
い
う
点
に
な
る
。
職
員
へ
は
、

不
当
要
求
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
所
属
部
署
で
は
、
窓
口

で
対
応
す
る
職
員
の
安
全
安
心
の
確

保
、
ま
た
、
対
応
す
る
職
員
が
決
し

て
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
必
ず
上
司

や
不
当
要
求
行
為
等
防
止
対
策
責
任

者
と
一
緒
に
対
策
を
考
え
て
い
く
よ

う
伝
え
て
い
く
。

❷
市
が
把
握
し
て
い
る
事
案
は
、
提
出

さ
れ
た
資
料
に
よ
り
４
月
初
旬
頃
の

投
稿
ま
で
は
確
認
し
て
い
る
。
現

在
、
市
の
業
務
が
妨
害
さ
れ
、
不
当

な
圧
力
を
受
け
る
と
い
っ
た
状
況
で

は
な
い
の
で
、
静
観
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
ま
た
、
実
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
職
員
か
ら
も
都
度
、
情
報
を
得
て

い
る
。
引
き
続
き
心
理
的
支
援
を
受

け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
、
職
員
が
安

心
し
て
仕
事
に
取
り
組
め
る
環
境
づ

く
り
に
務
め
て
い
く
。

・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
災
害

時
用
の
備
蓄
に
つ
い
て

小野田直美

動画でチェック
議員

企
画
部
長

市
民
協
働
部
長

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項
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▶

義務教育期間中の、自転車に関
する教育の実施は。

Q.

毎年、小中学校で警察署員等に
指導してもらっている。

Ａ.

こども園の統廃合についての進
捗は。

Q.

７月中に「こども園再編・整備
計画」を策定し公表する。

Ａ.

　
「
じ
て
ん
し
ゃ
の
ま
ち
新
城
」
に
つ

い
て
伺
う
。

❶
義
務
教
育
期
間
中
に
自
転
車
の
乗
り

方
や
交
通
ル
ー
ル
、
法
令
等
、
自
転

車
に
関
す
る
教
育
を
ど
の
よ
う
に
実

施
し
て
い
る
か
。

❷
直
近
５
年
間
の
市
内
で
の
自
転
車
事

故
発
生
件
数
の
推
移
と
主
な
事
故
の

原
因
は
。

❸
ラ
イ
ド
新
城
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ

プ
の
活
用
状
況
と
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

を
目
的
と
し
た
観
光
客
数
の
把
握
状

況
は
。

❶
毎
年
、
す
べ
て
の
小
学
校
で
交
通
安

全
教
室
を
行
っ
て
い
る
。
学
校
規
模

に
よ
り
方
法
は
異
な
る
が
、
警
察
署

員
、
交
通
指
導
員
、
青
パ
ト
隊
の

方
々
に
、
自
転
車
の
乗
り
方
、
横
断

歩
道
の
渡
り
方
、
交
通
規
則
な
ど
を

指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
中
学
校

も
、
警
察
署
員
や
交
通
指
導
員
に
指

導
し
て
も
ら
う
機
会
を
設
け
て
い

る
。
小
中
学
校
問
わ
ず
、
長
期
休
業

前
な
ど
、
児
童
生
徒
に
交
通
安
全
に

対
す
る
注
意
喚
起
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
。

❷
令
和
元
年
度
は
15
件
、
令
和
２
年
度

は
５
件
、
令
和
３
年
度
は
10
件
、
令

和
４
年
度
は
７
件
、
令
和
５
年
度
は

６
件
の
全
体
で
43
件
の
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。
主
な
事
故
原
因
は
、
交

差
点
で
の
自
転
車
同
士
や
歩
行
者
と

の
接
触
に
な
る
。

❸
活
用
状
況
は
、
市
内
観
光
施
設
等
へ

の
設
置
、
市
外
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
で
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
近
年
、
桜
淵
公
園
を
中
心
に
市

内
各
所
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む

方
を
多
く
見
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感

じ
る
が
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
目
的
と

し
た
観
光
客
数
は
把
握
し
て
い
な

い
。

竹下修平

動画でチェック
議員

産
業
振
興
部
長

▶

　
本
市
に
お
け
る
こ
ど
も
園
の
統
廃
合

に
つ
い
て
伺
う
。

❶
令
和
５
年
９
月
に
第
12
回
新
城
市
市

民
ま
ち
づ
く
り
集
会
が
「
こ
ど
も
園

か
ら
考
え
よ
う
・
新
城
の
子
ど
も
の

未
来
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た

が
、
地
元
へ
の
説
明
の
進
捗
は
。

❷
千
郷
地
区
の
こ
ど
も
園
再
配
置
等
の

計
画
や
課
題
は
い
つ
示
さ
れ
る
の

か
。

❶
市
民
ま
ち
づ
く
り
集
会
で
は
、
こ
ど

も
園
や
子
育
て
環
境
の
良
い
と
こ
ろ

悪
い
と
こ
ろ
を
議
論
し
て
も
ら
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
も
ら
っ
た
。
　

多
く
の
意
見
は
、
施
設
の
老
朽
化
、

園
児
数
の
減
少
に
よ
る
集
団
の
育
ち

の
確
保
、
保
育
士
不
足
に
よ
る
保
育

士
の
負
担
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

等
に
関
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
意
見

を
踏
ま
え
て
課
題
を
整
理
し
、
「
こ

ど
も
園
再
編
・
整
備
計
画
（
素
案
）
」

を
令
和
６
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け

て
統
廃
合
に
関
係
の
あ
る
こ
ど
も
園

の
保
護
者
会
と
地
域
協
議
会
等
へ
説

明
し
、
意
見
を
も
ら
い
、
「
こ
ど
も

園
再
編
・
整
備
計
画
（
案
）
」
と
し

て
ま
と
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
た
。

❷
５
月
16
日
か
ら
６
月
17
日
ま
で
の
期

間
で
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
７
月
中
に

こ
ど
も
園
再
編
・
整
備
計
画
を
策
定

し
、
公
表
す
る
。
千
郷
地
区
の
こ
ど

も
園
再
配
置
等
に
関
し
て
も
計
画
の

中
で
示
す
。

・
本
市
に
お
け
る
小
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て

・
東
三
河
ご
み
焼
却
施
設
広
域
化
計
画

の
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

・
本
市
に
お
け
る
自
然
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て

・
高
速
乗
合
バ
ス
「
山
の
湊
号
」
に
つ

い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

山田辰也

動画でチェック
議員

健
康
福
祉
部
長
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▶

災害から自らの命を守るために
市民がすべきことは。

Q.

家の安全対策、自分の身を守る
方法を知る、生活物資を備える。

Ａ.

食品衛生法改正に伴う漬物生産
者への影響は。

Q.

採算が合わないので断念する方
が多い。

Ａ.

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
市
民
が
自
ら

の
命
を
守
る
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
市
が
実
施
し
て
い
る
主
な
取
り
組
み

は
。

❷
市
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
お
よ
び
指

定
避
難
所
は
、
想
定
す
る
避
難
者
数

に
対
し
受
入
数
は
十
分
か
。

❸
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
市
民
に
ど
の
よ
う
な
活
用
を
し

て
も
ら
う
の
か
。

❹
災
害
か
ら
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
に

市
民
が
す
べ
き
こ
と
は
。

❶
防
災
に
関
す
る
話
を
す
る
お
出
か
け

講
座
を
年
間
30
回
程
度
実
施
、
自
主

防
災
会
役
員
を
対
象
に
し
た
説
明
会

の
開
催
、
各
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
方
へ
の
支

援
、
実
践
型
の
取
り
組
み
と
し
て
地

域
の
方
へ
避
難
所
の
運
営
を
実
体
験

し
て
も
ら
う
「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」
を

開
催
、
高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に
し

た
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け

事
業
を
進
め
て
い
る
。

❷
県
の
被
害
予
測
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
本
市
に
お
け
る
避
難
者
数
は
約

５
５
０
０
人
で
あ
り
、
市
内
の
指
定

避
難
所
の
収
容
人
数
は
、
新
城
地
区

15
か
所
で
５
９
０
１
人
、
鳳
来
地
区

16
か
所
で
２
８
０
７
人
、
作
手
地
区

６
か
所
で
９
３
０
人
、
合
計
は
９
６

３
８
人
と
算
出
し
て
い
る
。
実
際
の

発
災
状
況
や
各
地
域
の
実
情
を
考
慮

す
る
と
一
概
に
は
言
え
な
い
部
分
は

あ
る
が
、
受
け
入
れ
は
可
能
と
判
断

し
て
い
る
。

❸
事
前
に
地
域
や
自
宅
周
辺
の
危
険
箇

所
や
避
難
場
所
ま
で
の
安
全
な
経
路

を
確
認
し
て
も
ら
い
、
早
期
の
避
難

行
動
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

❹
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
取
り
組
む

自
助
が
重
要
で
、
自
分
の
家
の
安
全

対
策
を
し
て
お
く
、
自
分
の
身
を
守

る
方
法
を
知
っ
て
お
く
、
生
活
物
資

を
備
え
る
こ
と
が
必
要
。

佐宗龍俊

動画でチェック
議員

総
務
部
長

▶

　
食
品
衛
生
法
改
正
に
伴
う
影
響
と
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
６
月
か
ら
漬
物
の
製
造
販
売
が
許
可

制
と
な
り
、
厳
し
い
衛
生
管
理
基
準

を
満
た
す
施
設
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
、
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
漬
物

作
り
を
楽
し
み
と
し
て
続
け
て
き
た

人
た
ち
の
多
く
が
販
売
を
断
念
さ
れ

た
と
聞
く
。
生
産
者
、
販
売
者
、
道

の
駅
、
産
直
所
の
影
響
は
。

❷
本
市
の
特
産
品
育
成
を
図
る
た
め
、

生
産
者
や
販
売
者
に
対
す
る
今
後
の

対
応
は
。

❶
市
内
で
漬
物
製
造
業
の
許
可
を
取
得

し
て
い
る
施
設
は
、
19
カ
所
。
こ
れ

ま
で
農
産
物
を
漬
物
に
し
て
販
売
し

て
い
た
方
は
、
台
所
や
作
業
場
を
改

修
し
て
ま
で
販
売
す
る
に
は
採
算
が

合
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
断
念
す
る
方

が
多
い
。
直
売
所
等
の
影
響
は
、
今

後
の
売
り
上
げ
状
況
に
よ
る
。
ま

た
、
店
舗
に
よ
り
取
扱
量
に
差
は
あ

る
が
、
個
人
で
出
荷
し
て
い
た
方

は
、
全
体
の
販
売
額
に
占
め
る
割
合

は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。

❷
本
市
特
産
品
の
梅
漬
け
は
、
愛
知
東

農
業
協
同
組
合
が
加
工
場
を
長
篠
地

内
で
稼
働
さ
せ
製
造
し
て
い
る
。
今

年
は
、
梅
の
生
産
数
量
が
少
な
く
、

農
家
か
ら
の
入
荷
数
量
を
見
込
む
こ

と
が
難
し
い
が
、
今
後
も
、
加
工
場

で
生
産
し
た
梅
漬
け
を
直
売
所
等
で

販
売
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

・
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
本
長
篠
駅
及
び
駅
前
整

備
に
つ
い
て

・
豊
川
用
水
事
業
と
水
道
事
業
の
今
後

に
つ
い
て

・
消
滅
可
能
性
自
治
体
と
し
て
リ
ス
ト

に
掲
載
さ
れ
た
本
市
の
実
情
お
よ
び

課
題
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

丸山隆弘

動画でチェック
議員

産
業
振
興
部
長
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▶

展示物の説明に英語表記はあるのか。Q.
令和６年度、英語版パンフレット
の作成を予定。

Ａ.

桜淵公園の桜の植え替えを含む管理
は、どのように行っているのか。

Q.

毎年、専門業者へ委託し、枯枝や折
れ枝の剪定、施肥等を行っている。

Ａ.

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行

者
）
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
令
和
６
年
度
の
長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま

つ
り
で
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
た
報
道
機

関
の
方
と
話
す
機
会
が
あ
っ
た
が
、

把
握
し
て
い
る
か
。
そ
の
映
像
を
日

本
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

❷
施
設
の
展
示
物
の
説
明
に
英
語
表
記

は
あ
る
の
か
。
今
後
の
整
備
予
定
が

あ
る
の
か
。
ま
た
外
国
人
に
対
す
る

配
布
物
が
あ
る
の
か
。

❸
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
す
る
人
材
は
ど

の
様
に
な
っ
て
い
る
か
。
そ
れ
ら
を

ま
と
め
る
組
織
が
あ
る
の
か
。

❹
観
光
庁
の
補
助
金
な
ど
本
市
に
該
当

す
る
事
業
の
検
討
が
あ
っ
た
の
か
。

❶
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
等
を
紹
介
す

る
番
組
を
制
作
す
る
た
め
に
約
１
週

間
滞
在
し
、
取
材
し
て
い
た
こ
と
は

把
握
し
て
い
る
。
番
組
は
、
一
般
向

け
に
視
聴
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
認

識
し
て
い
る
。

❷
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
等
の
展
示
物

へ
の
英
語
表
記
は
な
い
が
、
令
和
６

年
度
に
展
示
物
を
解
説
す
る
英
語
版

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
外
国
人
向
け
の
配
布

物
は
、
本
市
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

英
語
版
、
中
国
語
版
（
繁
体
語
、
簡

体
語
）
、
韓
国
語
版
を
用
意
し
て
い

る
。

❸
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な
り

取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
そ

れ
ら
を
ま
と
め
る
組
織
は
今
の
と
こ

ろ
な
い
。

❹
文
化
庁
の
地
域
文
化
財
総
合
活
用
推

進
事
業
に
採
択
さ
れ
、
訪
日
外
国
人

に
対
応
で
き
る
案
内
人
や
、
受
入
環

境
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
講
座
、

市
内
の
文
化
財
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
３

言
語
で
行
う
こ
と
等
を
予
定
し
て
い

る
。

・
６
次
産
業
の
育
成
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

柴田賢治郎

動画でチェック
議員

産
業
振
興
部
長

▶

　
桜
淵
公
園
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
桜
の
植
え
替
え
を
含
む
管
理
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

❷
解
体
が
予
定
さ
れ
て
い
る
青
年
の
家

や
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
あ
る
Ｃ
ゾ
ー
ン

の
今
後
の
活
用
方
法
は
。

❸
令
和
６
年
度
の
さ
く
ら
ま
つ
り
の
執

行
方
法
に
お
い
て
、
市
内
外
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
対
策
は
。

❶
毎
年
、
専
門
業
者
へ
委
託
し
、
枯
枝

や
折
れ
枝
の
剪
定
や
、
枯
木
、
育
成

不
良
木
の
伐
採
、
施
肥
を
行
っ
て
い

る
。

❷
観
光
課
、
生
涯
共
育
課
と
資
産
管
理

課
で
調
整
を
し
て
い
る
。
桜
淵
県
立

自
然
公
園
第
２
種
特
別
地
域
に
該
当

す
る
た
め
、
地
域
の
特
性
、
地
形
、

周
辺
環
境
な
ど
も
考
慮
し
、
市
場
調

査
や
民
間
企
業
か
ら
提
案
を
も
ら

い
、
桜
淵
公
園
の
Ｃ
ゾ
ー
ン
が
魅
力

あ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
桜
淵
公
園

再
整
備
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行

う
。

❸
令
和
６
年
度
は
、
例
年
よ
り
早
め
て

開
催
し
た
が
、
実
際
の
開
花
時
期
が

予
測
よ
り
も
遅
く
、
来
訪
者
等
か
ら

開
催
期
間
中
に
満
開
に
な
ら
な
い
と

の
声
か
ら
、
開
催
期
間
を
延
長
し

た
。
ま
た
、
豊
川
の
右
岸
側
が
寂
し

い
と
の
声
が
あ
っ
た
た
め
、
右
岸
側

に
露
天
商
等
が
出
店
し
て
賑
わ
い
を

創
出
し
た
。
今
後
も
来
訪
者
や
事
業

関
係
者
の
声
を
活
か
し
、
観
光
客
目

線
で
よ
り
魅
力
的
な
さ
く
ら
ま
つ
り

に
し
て
い
き
た
い
。

・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
、
学
校
教
育
へ
の
導

入
に
つ
い
て

・
本
市
の
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

・
新
城
市
民
病
院
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

カークランド陽子

動画でチェック
議員

産
業
振
興
部
長
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▶

災害から自らの命を守るために
市民がすべきことは。

Q.

家の安全対策、自分の身を守る
方法を知る、生活物資を備える。

Ａ.

食品衛生法改正に伴う漬物生産
者への影響は。

Q.

採算が合わないので断念する方
が多い。

Ａ.

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
市
民
が
自
ら

の
命
を
守
る
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
市
が
実
施
し
て
い
る
主
な
取
り
組
み

は
。

❷
市
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
お
よ
び
指

定
避
難
所
は
、
想
定
す
る
避
難
者
数

に
対
し
受
入
数
は
十
分
か
。

❸
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
市
民
に
ど
の
よ
う
な
活
用
を
し

て
も
ら
う
の
か
。

❹
災
害
か
ら
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
に

市
民
が
す
べ
き
こ
と
は
。

❶
防
災
に
関
す
る
話
を
す
る
お
出
か
け

講
座
を
年
間
30
回
程
度
実
施
、
自
主

防
災
会
役
員
を
対
象
に
し
た
説
明
会

の
開
催
、
各
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
方
へ
の
支

援
、
実
践
型
の
取
り
組
み
と
し
て
地

域
の
方
へ
避
難
所
の
運
営
を
実
体
験

し
て
も
ら
う
「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」
を

開
催
、
高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に
し

た
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け

事
業
を
進
め
て
い
る
。

❷
県
の
被
害
予
測
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
本
市
に
お
け
る
避
難
者
数
は
約

５
５
０
０
人
で
あ
り
、
市
内
の
指
定

避
難
所
の
収
容
人
数
は
、
新
城
地
区

15
か
所
で
５
９
０
１
人
、
鳳
来
地
区

16
か
所
で
２
８
０
７
人
、
作
手
地
区

６
か
所
で
９
３
０
人
、
合
計
は
９
６

３
８
人
と
算
出
し
て
い
る
。
実
際
の

発
災
状
況
や
各
地
域
の
実
情
を
考
慮

す
る
と
一
概
に
は
言
え
な
い
部
分
は

あ
る
が
、
受
け
入
れ
は
可
能
と
判
断

し
て
い
る
。

❸
事
前
に
地
域
や
自
宅
周
辺
の
危
険
箇

所
や
避
難
場
所
ま
で
の
安
全
な
経
路

を
確
認
し
て
も
ら
い
、
早
期
の
避
難

行
動
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

❹
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
取
り
組
む

自
助
が
重
要
で
、
自
分
の
家
の
安
全

対
策
を
し
て
お
く
、
自
分
の
身
を
守

る
方
法
を
知
っ
て
お
く
、
生
活
物
資

を
備
え
る
こ
と
が
必
要
。

佐宗龍俊

動画でチェック
議員

総
務
部
長

▶

　
食
品
衛
生
法
改
正
に
伴
う
影
響
と
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
６
月
か
ら
漬
物
の
製
造
販
売
が
許
可

制
と
な
り
、
厳
し
い
衛
生
管
理
基
準

を
満
た
す
施
設
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
、
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
漬
物

作
り
を
楽
し
み
と
し
て
続
け
て
き
た

人
た
ち
の
多
く
が
販
売
を
断
念
さ
れ

た
と
聞
く
。
生
産
者
、
販
売
者
、
道

の
駅
、
産
直
所
の
影
響
は
。

❷
本
市
の
特
産
品
育
成
を
図
る
た
め
、

生
産
者
や
販
売
者
に
対
す
る
今
後
の

対
応
は
。

❶
市
内
で
漬
物
製
造
業
の
許
可
を
取
得

し
て
い
る
施
設
は
、
19
カ
所
。
こ
れ

ま
で
農
産
物
を
漬
物
に
し
て
販
売
し

て
い
た
方
は
、
台
所
や
作
業
場
を
改

修
し
て
ま
で
販
売
す
る
に
は
採
算
が

合
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
断
念
す
る
方

が
多
い
。
直
売
所
等
の
影
響
は
、
今

後
の
売
り
上
げ
状
況
に
よ
る
。
ま

た
、
店
舗
に
よ
り
取
扱
量
に
差
は
あ

る
が
、
個
人
で
出
荷
し
て
い
た
方

は
、
全
体
の
販
売
額
に
占
め
る
割
合

は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。

❷
本
市
特
産
品
の
梅
漬
け
は
、
愛
知
東

農
業
協
同
組
合
が
加
工
場
を
長
篠
地

内
で
稼
働
さ
せ
製
造
し
て
い
る
。
今

年
は
、
梅
の
生
産
数
量
が
少
な
く
、

農
家
か
ら
の
入
荷
数
量
を
見
込
む
こ

と
が
難
し
い
が
、
今
後
も
、
加
工
場

で
生
産
し
た
梅
漬
け
を
直
売
所
等
で

販
売
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

・
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
本
長
篠
駅
及
び
駅
前
整

備
に
つ
い
て

・
豊
川
用
水
事
業
と
水
道
事
業
の
今
後

に
つ
い
て

・
消
滅
可
能
性
自
治
体
と
し
て
リ
ス
ト

に
掲
載
さ
れ
た
本
市
の
実
情
お
よ
び

課
題
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

丸山隆弘

動画でチェック
議員

産
業
振
興
部
長
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▶

展示物の説明に英語表記はあるのか。Q.
令和６年度、英語版パンフレット
の作成を予定。

Ａ.

桜淵公園の桜の植え替えを含む管理
は、どのように行っているのか。

Q.

毎年、専門業者へ委託し、枯枝や折
れ枝の剪定、施肥等を行っている。

Ａ.

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行

者
）
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
令
和
６
年
度
の
長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま

つ
り
で
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
た
報
道
機

関
の
方
と
話
す
機
会
が
あ
っ
た
が
、

把
握
し
て
い
る
か
。
そ
の
映
像
を
日

本
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

❷
施
設
の
展
示
物
の
説
明
に
英
語
表
記

は
あ
る
の
か
。
今
後
の
整
備
予
定
が

あ
る
の
か
。
ま
た
外
国
人
に
対
す
る

配
布
物
が
あ
る
の
か
。

❸
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
す
る
人
材
は
ど

の
様
に
な
っ
て
い
る
か
。
そ
れ
ら
を

ま
と
め
る
組
織
が
あ
る
の
か
。

❹
観
光
庁
の
補
助
金
な
ど
本
市
に
該
当

す
る
事
業
の
検
討
が
あ
っ
た
の
か
。

❶
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
等
を
紹
介
す

る
番
組
を
制
作
す
る
た
め
に
約
１
週

間
滞
在
し
、
取
材
し
て
い
た
こ
と
は

把
握
し
て
い
る
。
番
組
は
、
一
般
向

け
に
視
聴
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
認

識
し
て
い
る
。

❷
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
等
の
展
示
物

へ
の
英
語
表
記
は
な
い
が
、
令
和
６

年
度
に
展
示
物
を
解
説
す
る
英
語
版

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
外
国
人
向
け
の
配
布

物
は
、
本
市
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

英
語
版
、
中
国
語
版
（
繁
体
語
、
簡

体
語
）
、
韓
国
語
版
を
用
意
し
て
い

る
。

❸
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と
な
り

取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
そ

れ
ら
を
ま
と
め
る
組
織
は
今
の
と
こ

ろ
な
い
。

❹
文
化
庁
の
地
域
文
化
財
総
合
活
用
推

進
事
業
に
採
択
さ
れ
、
訪
日
外
国
人

に
対
応
で
き
る
案
内
人
や
、
受
入
環

境
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
講
座
、

市
内
の
文
化
財
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
３

言
語
で
行
う
こ
と
等
を
予
定
し
て
い

る
。

・
６
次
産
業
の
育
成
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

柴田賢治郎

動画でチェック
議員

産
業
振
興
部
長

▶

　
桜
淵
公
園
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
桜
の
植
え
替
え
を
含
む
管
理
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

❷
解
体
が
予
定
さ
れ
て
い
る
青
年
の
家

や
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
あ
る
Ｃ
ゾ
ー
ン

の
今
後
の
活
用
方
法
は
。

❸
令
和
６
年
度
の
さ
く
ら
ま
つ
り
の
執

行
方
法
に
お
い
て
、
市
内
外
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
対
策
は
。

❶
毎
年
、
専
門
業
者
へ
委
託
し
、
枯
枝

や
折
れ
枝
の
剪
定
や
、
枯
木
、
育
成

不
良
木
の
伐
採
、
施
肥
を
行
っ
て
い

る
。

❷
観
光
課
、
生
涯
共
育
課
と
資
産
管
理

課
で
調
整
を
し
て
い
る
。
桜
淵
県
立

自
然
公
園
第
２
種
特
別
地
域
に
該
当

す
る
た
め
、
地
域
の
特
性
、
地
形
、

周
辺
環
境
な
ど
も
考
慮
し
、
市
場
調

査
や
民
間
企
業
か
ら
提
案
を
も
ら

い
、
桜
淵
公
園
の
Ｃ
ゾ
ー
ン
が
魅
力

あ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
桜
淵
公
園

再
整
備
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行

う
。

❸
令
和
６
年
度
は
、
例
年
よ
り
早
め
て

開
催
し
た
が
、
実
際
の
開
花
時
期
が

予
測
よ
り
も
遅
く
、
来
訪
者
等
か
ら

開
催
期
間
中
に
満
開
に
な
ら
な
い
と

の
声
か
ら
、
開
催
期
間
を
延
長
し

た
。
ま
た
、
豊
川
の
右
岸
側
が
寂
し

い
と
の
声
が
あ
っ
た
た
め
、
右
岸
側

に
露
天
商
等
が
出
店
し
て
賑
わ
い
を

創
出
し
た
。
今
後
も
来
訪
者
や
事
業

関
係
者
の
声
を
活
か
し
、
観
光
客
目

線
で
よ
り
魅
力
的
な
さ
く
ら
ま
つ
り

に
し
て
い
き
た
い
。

・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
、
学
校
教
育
へ
の
導

入
に
つ
い
て

・
本
市
の
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

・
新
城
市
民
病
院
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

カークランド陽子

動画でチェック
議員

産
業
振
興
部
長
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▶

定住促進係を置き定住促進に
力を入れてきた、その成果は。

Q.

令和５年度の相談件数は100件
を超えている。

Ａ.

子育て支援策は、他市に比べて
手厚いと認識しているのか。

Q.

子育ての不安感の緩和、経済的
負担の軽減につながっている。

Ａ.

　
定
住
・
移
住
促
進
施
策
に
つ
い
て
伺

う
。

❶
企
画
調
整
課
に
定
住
促
進
係
を
置
く

な
ど
定
住
促
進
に
力
を
入
れ
て
き
た

そ
の
成
果
は
。

❷
新
城
市
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設

や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
の

成
果
は
。

❶
こ
れ
ま
で
、
本
市
へ
移
住
を
希
望
す

る
方
が
市
役
所
の
ど
こ
の
部
署
へ
問

い
合
わ
せ
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い

と
い
っ
た
状
況
だ
っ
た
が
、
係
を
設

置
し
相
談
窓
口
が
で
き
た
こ
と
は
、

大
き
な
進
歩
と
考
え
る
。
実
際
に
、

相
談
件
数
も
令
和
５
年
度
は
移
住
希

望
者
か
ら
１
０
０
件
を
超
え
る
相
談

に
対
応
し
て
い
る
。
　

❷
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
本
市

が
行
う
広
報
活
動
全
て
を
総
称
し
た

も
の
。
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
成

果
は
、
本
市
へ
の
移
住
を
希
望
さ
れ

る
方
に
、
情
報
を
終
日
提
供
で
き
る

仕
組
み
が
整
っ
た
こ
と
。
市
公
式
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
成
果
は
、
開
設
し

て
１
年
４
カ
月
で
１
１
０
０
人
を
超

え
る
方
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
い
、

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
捉
え
、
今

後
も
、
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め

る
。
各
イ
ベ
ン
ト
で
の
広
報
活
動

は
、
多
く
の
方
に
本
市
の
こ
と
を
よ

り
知
っ
て
も
え
る
よ
う
、
冊
子
の
配

布
や
説
明
を
し
て
い
る
。
本
市
に
何

度
も
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
い
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
広
報
し
て
い

く
。
新
し
い
取
り
組
み
は
、
令
和
６

年
度
か
ら
移
住
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会

を
始
め
た
。
現
在
、
全
国
か
ら
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
お
り
、
今

後
、
定
期
的
に
開
催
す
る
。
こ
う
し

て
多
く
の
方
か
ら
相
談
を
受
け
る
こ

と
で
い
ず
れ
移
住
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
る
。

鈴木達雄

動画でチェック
議員

企
画
部
長

▶

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む
本

市
の
課
題
と
将
来
に
つ
い
て
、
市
長
は

４
月
26
日
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
判
定

に
不
快
感
を
示
し
、
市
と
し
て
は
子
育

て
支
援
策
を
手
厚
く
し
て
い
る
と
述
べ

た
が
、
私
は
令
和
６
年
３
月
定
例
会
で

本
市
の
未
満
児
待
機
児
童
15
名
の
存
在

を
指
摘
し
た
。
親
が
働
き
た
く
て
も
働

け
な
い
状
況
は
問
題
で
あ
る
。
本
市
の

将
来
人
口
を
考
え
た
と
き
、
現
在
の
子

育
て
支
援
策
が
、
他
市
に
比
べ
て
手
厚

い
と
認
識
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
本
市
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
切
れ
目
の
な
い
一
貫
性
と
継
続
性
を

持
っ
た
支
援
を
し
、
子
育
て
の
不
安
感

や
孤
独
感
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
行
い
、
誰
も
が
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
健
康
福
祉

分
野
は
、
子
育
て
の
不
安
感
や
孤
独
感

を
緩
和
す
る
た
め
、
市
内
３
カ
所
に
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
子
育

て
に
関
す
る
相
談
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
子
ど
も
医
療
費
の
助

成
、
３
歳
以
上
児
の
給
食
費
無
償
化
や

未
満
児
の
保
育
料
低
料
金
化
、
予
防
接

種
費
用
の
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

他
市
と
の
比
較
は
、
各
市
が
固
有
の
課

題
や
方
針
に
基
づ
い
て
子
育
て
支
援
策

を
展
開
し
て
お
り
、
一
概
に
比
較
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
本
市
の
子
育
て
支

援
策
は
、
子
育
て
の
不
安
感
や
孤
独
感

の
緩
和
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

・
市
が
抱
え
る
訴
訟
案
件
に
つ
い
て

・
本
市
と
公
益
社
団
法
人
愛
知
県
公
共

嘱
託
登
記
土
地
家
屋
調
査
士
協
会
と

の
随
意
契
約
に
つ
い
て

・
新
城
南
部
企
業
団
地
産
業
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
の
悪
臭
対
策
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

浅尾洋平

動画でチェック
議員

健
康
福
祉
部
長
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▶

内部統制制度導入の検討結果は。Q.

全庁的な業務手順書の整備を
行った。

Ａ.

児童・生徒数の減少により推察
される今後の教育環境の変化は。

Q.

小規模等の小学校が増え、複式
学級編成になる学校が増える。

Ａ.

　虚
偽
公
文
書
事
案
と
内
部
統
制
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
不
起
訴
の
理
由
は
。

❷
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
は
。

❸
再
発
防
止
策
は
。

❹
内
部
統
制
制
度
導
入
の
検
討
結
果

は
。

❺
事
務
事
業
に
お
け
る
手
順
書
の
整
備

状
況
は
。

❶
名
古
屋
地
方
検
察
庁
の
判
断
に
な
る

の
で
、
本
市
は
把
握
し
て
い
な
い
。

❷
契
約
工
期
内
で
の
業
務
完
了
が
難
し

い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
支
払
業
務
を

優
先
さ
せ
て
し
ま
い
こ
の
よ
う
な
結

果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

❸
重
大
事
案
が
発
生
し
た
こ
と
を
重
く

受
け
止
め
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
が
強
化
で
き
る
よ
う
方
策

を
検
討
し
て
い
く
。

❹
本
市
は
、
条
例
、
規
則
、
事
務
処
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
お
い
て
、
事
務
の

適
正
な
執
行
確
保
に
努
め
て
い
る
。

し
か
し
、
事
務
の
不
手
際
等
が
散
見

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
度
に

全
庁
的
に
業
務
手
順
書
の
整
備
を
行

い
、
事
務
上
の
誤
り
を
未
然
に
防

ぎ
、
人
事
異
動
等
で
担
当
者
が
代
わ

っ
て
も
適
切
に
事
務
処
理
を
行
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
内
部
統
制
の
４
つ
の
目
的

を
満
た
す
た
め
の
も
の
で
、
引
き
続

き
、
業
務
手
順
書
の
完
成
度
を
高
め

る
こ
と
で
、
簡
便
で
実
効
性
の
あ
る

仕
組
み
を
構
築
で
き
る
も
の
と
考
え

る
。

❺
全
課
で
約
９
０
０
の
事
務
事
業
に
つ

い
て
作
成
し
て
い
る
。

・
空
家
等
対
策
特
別
措
置
法
改
正
に
つ

い
て

・
人
口
減
少
時
代
の
下
水
道
整
備
に
つ

い
て

・
多
文
化
共
生
と
異
文
化
理
解
に
つ
い

て そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

滝川健司

動画でチェック
議員

総
務
部
長

▶

　児
童
・
生
徒
数
減
少
が
小
中
学
校
教

育
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
数
動
向
か

ら
推
察
さ
れ
る
今
後
の
教
育
環
境
の

変
化
の
予
測
は
。

❷
児
童
・
生
徒
数
減
少
に
伴
う
教
育
環

境
の
変
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
は
。

❶
児
童
・
生
徒
数
動
向
は
、
令
和
６
年

現
在
、
市
内
小
学
生
が
１
８
８
１

人
、
中
学
生
が
１
０
５
７
人
。
１
学

年
の
平
均
は
、
小
学
校
３
１
３
人
、

中
学
校
３
５
２
人
で
、
１
学
年
３
０

０
人
を
上
回
る
。
そ
れ
が
、
小
学
校

２
年
生
で
３
０
０
人
を
切
り
２
０
０

人
台
に
な
る
。
そ
し
て
、
３
歳
児
で

２
０
０
人
を
下
回
る
。
令
和
12
年
、

現
在
の
一
歳
児
が
小
学
校
に
入
学
す

る
と
き
は
、
市
内
小
学
生
は
１
１
９

５
人
、
中
学
生
が
８
４
７
人
に
な
る

と
推
測
さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
大
き
く
、
令

和
２
年
度
以
降
の
出
生
率
が
か
な
り

下
が
っ
て
い
る
。
推
察
さ
れ
る
教
育

環
境
の
変
化
は
、
小
規
模
、
極
小
規

模
の
小
学
校
が
増
え
、
複
式
学
級
編

成
に
な
る
学
級
、
学
校
が
増
え
る
。

❷
メ
リ
ッ
ト
は
、
一
般
的
に
子
ど
も
主

体
の
教
育
が
可
能
。
子
ど
も
同
士
の

つ
な
が
り
が
大
き
く
、
異
学
年
の
児

童
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
な
ど
、
子

ど
も
主
役
の
教
育
が
可
能
と
な
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
極
小
規
模
集
団
に

な
る
と
、
多
様
な
考
え
に
ふ
れ
、
集

団
で
の
活
動
を
楽
し
む
機
会
が
失
わ

れ
て
し
ま
う
こ
と
。

・
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

齊藤竜也

動画でチェック
議員

教
育
長
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▶

定住促進係を置き定住促進に
力を入れてきた、その成果は。

Q.

令和５年度の相談件数は100件
を超えている。

Ａ.

子育て支援策は、他市に比べて
手厚いと認識しているのか。

Q.

子育ての不安感の緩和、経済的
負担の軽減につながっている。

Ａ.

　
定
住
・
移
住
促
進
施
策
に
つ
い
て
伺

う
。

❶
企
画
調
整
課
に
定
住
促
進
係
を
置
く

な
ど
定
住
促
進
に
力
を
入
れ
て
き
た

そ
の
成
果
は
。

❷
新
城
市
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設

や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
の

成
果
は
。

❶
こ
れ
ま
で
、
本
市
へ
移
住
を
希
望
す

る
方
が
市
役
所
の
ど
こ
の
部
署
へ
問

い
合
わ
せ
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い

と
い
っ
た
状
況
だ
っ
た
が
、
係
を
設

置
し
相
談
窓
口
が
で
き
た
こ
と
は
、

大
き
な
進
歩
と
考
え
る
。
実
際
に
、

相
談
件
数
も
令
和
５
年
度
は
移
住
希

望
者
か
ら
１
０
０
件
を
超
え
る
相
談

に
対
応
し
て
い
る
。
　

❷
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
本
市

が
行
う
広
報
活
動
全
て
を
総
称
し
た

も
の
。
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
成

果
は
、
本
市
へ
の
移
住
を
希
望
さ
れ

る
方
に
、
情
報
を
終
日
提
供
で
き
る

仕
組
み
が
整
っ
た
こ
と
。
市
公
式
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
成
果
は
、
開
設
し

て
１
年
４
カ
月
で
１
１
０
０
人
を
超

え
る
方
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
い
、

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
捉
え
、
今

後
も
、
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め

る
。
各
イ
ベ
ン
ト
で
の
広
報
活
動

は
、
多
く
の
方
に
本
市
の
こ
と
を
よ

り
知
っ
て
も
え
る
よ
う
、
冊
子
の
配

布
や
説
明
を
し
て
い
る
。
本
市
に
何

度
も
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
い
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
広
報
し
て
い

く
。
新
し
い
取
り
組
み
は
、
令
和
６

年
度
か
ら
移
住
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会

を
始
め
た
。
現
在
、
全
国
か
ら
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
お
り
、
今

後
、
定
期
的
に
開
催
す
る
。
こ
う
し

て
多
く
の
方
か
ら
相
談
を
受
け
る
こ

と
で
い
ず
れ
移
住
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
る
。

鈴木達雄

動画でチェック
議員

企
画
部
長

▶

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む
本

市
の
課
題
と
将
来
に
つ
い
て
、
市
長
は

４
月
26
日
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
判
定

に
不
快
感
を
示
し
、
市
と
し
て
は
子
育

て
支
援
策
を
手
厚
く
し
て
い
る
と
述
べ

た
が
、
私
は
令
和
６
年
３
月
定
例
会
で

本
市
の
未
満
児
待
機
児
童
15
名
の
存
在

を
指
摘
し
た
。
親
が
働
き
た
く
て
も
働

け
な
い
状
況
は
問
題
で
あ
る
。
本
市
の

将
来
人
口
を
考
え
た
と
き
、
現
在
の
子

育
て
支
援
策
が
、
他
市
に
比
べ
て
手
厚

い
と
認
識
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
本
市
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
切
れ
目
の
な
い
一
貫
性
と
継
続
性
を

持
っ
た
支
援
を
し
、
子
育
て
の
不
安
感

や
孤
独
感
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
行
い
、
誰
も
が
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
健
康
福
祉

分
野
は
、
子
育
て
の
不
安
感
や
孤
独
感

を
緩
和
す
る
た
め
、
市
内
３
カ
所
に
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
子
育

て
に
関
す
る
相
談
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
子
ど
も
医
療
費
の
助

成
、
３
歳
以
上
児
の
給
食
費
無
償
化
や

未
満
児
の
保
育
料
低
料
金
化
、
予
防
接

種
費
用
の
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

他
市
と
の
比
較
は
、
各
市
が
固
有
の
課

題
や
方
針
に
基
づ
い
て
子
育
て
支
援
策

を
展
開
し
て
お
り
、
一
概
に
比
較
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
本
市
の
子
育
て
支

援
策
は
、
子
育
て
の
不
安
感
や
孤
独
感

の
緩
和
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

・
市
が
抱
え
る
訴
訟
案
件
に
つ
い
て

・
本
市
と
公
益
社
団
法
人
愛
知
県
公
共

嘱
託
登
記
土
地
家
屋
調
査
士
協
会
と

の
随
意
契
約
に
つ
い
て

・
新
城
南
部
企
業
団
地
産
業
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
の
悪
臭
対
策
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

浅尾洋平

動画でチェック
議員

健
康
福
祉
部
長
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▶

内部統制制度導入の検討結果は。Q.

全庁的な業務手順書の整備を
行った。

Ａ.

児童・生徒数の減少により推察
される今後の教育環境の変化は。

Q.

小規模等の小学校が増え、複式
学級編成になる学校が増える。

Ａ.

　虚
偽
公
文
書
事
案
と
内
部
統
制
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
不
起
訴
の
理
由
は
。

❷
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
は
。

❸
再
発
防
止
策
は
。

❹
内
部
統
制
制
度
導
入
の
検
討
結
果

は
。

❺
事
務
事
業
に
お
け
る
手
順
書
の
整
備

状
況
は
。

❶
名
古
屋
地
方
検
察
庁
の
判
断
に
な
る

の
で
、
本
市
は
把
握
し
て
い
な
い
。

❷
契
約
工
期
内
で
の
業
務
完
了
が
難
し

い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
支
払
業
務
を

優
先
さ
せ
て
し
ま
い
こ
の
よ
う
な
結

果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

❸
重
大
事
案
が
発
生
し
た
こ
と
を
重
く

受
け
止
め
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
が
強
化
で
き
る
よ
う
方
策

を
検
討
し
て
い
く
。

❹
本
市
は
、
条
例
、
規
則
、
事
務
処
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
お
い
て
、
事
務
の

適
正
な
執
行
確
保
に
努
め
て
い
る
。

し
か
し
、
事
務
の
不
手
際
等
が
散
見

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
度
に

全
庁
的
に
業
務
手
順
書
の
整
備
を
行

い
、
事
務
上
の
誤
り
を
未
然
に
防

ぎ
、
人
事
異
動
等
で
担
当
者
が
代
わ

っ
て
も
適
切
に
事
務
処
理
を
行
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
内
部
統
制
の
４
つ
の
目
的

を
満
た
す
た
め
の
も
の
で
、
引
き
続

き
、
業
務
手
順
書
の
完
成
度
を
高
め

る
こ
と
で
、
簡
便
で
実
効
性
の
あ
る

仕
組
み
を
構
築
で
き
る
も
の
と
考
え

る
。

❺
全
課
で
約
９
０
０
の
事
務
事
業
に
つ

い
て
作
成
し
て
い
る
。

・
空
家
等
対
策
特
別
措
置
法
改
正
に
つ

い
て

・
人
口
減
少
時
代
の
下
水
道
整
備
に
つ

い
て

・
多
文
化
共
生
と
異
文
化
理
解
に
つ
い

て そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

滝川健司

動画でチェック
議員

総
務
部
長

▶

　児
童
・
生
徒
数
減
少
が
小
中
学
校
教

育
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
数
動
向
か

ら
推
察
さ
れ
る
今
後
の
教
育
環
境
の

変
化
の
予
測
は
。

❷
児
童
・
生
徒
数
減
少
に
伴
う
教
育
環

境
の
変
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
は
。

❶
児
童
・
生
徒
数
動
向
は
、
令
和
６
年

現
在
、
市
内
小
学
生
が
１
８
８
１

人
、
中
学
生
が
１
０
５
７
人
。
１
学

年
の
平
均
は
、
小
学
校
３
１
３
人
、

中
学
校
３
５
２
人
で
、
１
学
年
３
０

０
人
を
上
回
る
。
そ
れ
が
、
小
学
校

２
年
生
で
３
０
０
人
を
切
り
２
０
０

人
台
に
な
る
。
そ
し
て
、
３
歳
児
で

２
０
０
人
を
下
回
る
。
令
和
12
年
、

現
在
の
一
歳
児
が
小
学
校
に
入
学
す

る
と
き
は
、
市
内
小
学
生
は
１
１
９

５
人
、
中
学
生
が
８
４
７
人
に
な
る

と
推
測
さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
大
き
く
、
令

和
２
年
度
以
降
の
出
生
率
が
か
な
り

下
が
っ
て
い
る
。
推
察
さ
れ
る
教
育

環
境
の
変
化
は
、
小
規
模
、
極
小
規

模
の
小
学
校
が
増
え
、
複
式
学
級
編

成
に
な
る
学
級
、
学
校
が
増
え
る
。

❷
メ
リ
ッ
ト
は
、
一
般
的
に
子
ど
も
主

体
の
教
育
が
可
能
。
子
ど
も
同
士
の

つ
な
が
り
が
大
き
く
、
異
学
年
の
児

童
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
な
ど
、
子

ど
も
主
役
の
教
育
が
可
能
と
な
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
極
小
規
模
集
団
に

な
る
と
、
多
様
な
考
え
に
ふ
れ
、
集

団
で
の
活
動
を
楽
し
む
機
会
が
失
わ

れ
て
し
ま
う
こ
と
。

・
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

齊藤竜也

動画でチェック
議員

教
育
長
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▶

可燃性一般廃棄物を自ら搬入で
きない場合の対応方法は。

Q.

市長の許可を受けた業者も搬入
できることを案内している。

Ａ.

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
可
燃
性
一
般

廃
棄
物
を
搬
入
で
き
る
の
は
、
新
城
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
第
３
条
第
１
項
第
１
号

に
「
市
内
で
発
生
し
た
可
燃
性
一
般
廃

棄
物
を
自
ら
搬
入
す
る
者
」
と
あ
る

が
、
可
燃
性
一
般
廃
棄
物
を
自
ら
搬
入

で
き
な
い
場
合
の
対
応
方
法
を
伺
う
。

　
新
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
第
３
条
第
１

項
第
２
号
に
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
第
７
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
市
長
の
許
可
を
受
け
た
一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
業
者
も
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
案
内
し
て
い
る
。

　
５
月
末
に
庁
舎
に
お
い
て
試
行
的
に

流
さ
れ
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
経
緯
を
伺
う
。

　
令
和
５
年
度
の
全
庁
的
業
務
改
善
・

提
案
運
動
「
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｌ
（
か
え
る
）
運

動
」
で
の
職
員
か
ら
の
提
案
を
受
け

て
、
担
当
部
局
が
導
入
の
可
否
を
検
討

す
る
た
め
試
行
的
に
本
庁
舎
内
で
Ｂ
Ｇ

Ｍ
を
放
送
し
た
。
職
員
提
案
の
内
容

は
、
本
庁
舎
等
は
無
音
空
間
で
あ
り
、

来
庁
者
か
ら
静
か
す
ぎ
て
相
談
し
づ
ら

い
こ
と
、
他
の
人
に
内
容
が
漏
れ
る
心

配
が
あ
る
な
ど
の
指
摘
を
受
け
、
既
存

の
放
送
設
備
を
活
用
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
放

送
し
た
と
い
う
も
の
。

・
市
民
の
経
済
状
況
に
つ
い
て

・
本
市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

・
特
定
外
来
生
物
に
対
す
る
本
市
の
対

応
に
つ
い
て

・
本
市
の
様
々
な
記
録
写
真
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
共
同
調
理
場
稼
働
に
伴
い

廃
棄
さ
れ
る
食
器
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

今泉吉孝

動画でチェック
議員

市
民
協
働
部
長

総
務
部
長

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
こ
れ
ま
で
も
要
望
が
あ
り
、
待
ち
望
ま
れ
た
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
名
は
『
新
城
市
議
会
チ
ャ
ン

ネ
ル
』
で
、
議
会
に
関
連
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
、
令
和
６
年
６

月
定
例
会
の
一
般
質
問
を
除
く
会
議
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
会
議
終
了
後
に
順
次
公
開
す
る
予
定
で
す
。
初
め
て
の
試
み
に
な
り
ま
す

の
で
、
見
や
す
い
映
像
に
は
な
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
市
議
会
は
、
市

政
や
議
会
を
見
た
い
、
理
解
し
た
い
と
望
ま
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
再
生
回
数
と

い
う
よ
り
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
議
員
18
名
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
市
民
の
代
表
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
言

葉
を
汲
み
上
げ
ら
れ
る
様
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
今
泉
吉
孝
）

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
始
め
ま
し
た
。

新城市議会に関連する情報発信

定例会の放映情報
本会議第１日
本会議第２日
（一般質問）
本会議第３日
（一般質問）
本会議第４日

（一般質問予備日）
本会議第４日
（一般質問以外）
総務経済委員会
厚生文教委員会
予算・決算委員会
本会議第５日

YouTube（録画）

YouTube
（録画）

ティーズ
（中継・録画）
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議案は、議会の議決を経て、市または議会の意思を決定するため、
市長または議員もしくは委員会が、議会に提出する案件のことです。

容
内
の
案
議
な
主

　
６
月
定
例
会
は
６
月
10
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
、
一
部
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
、
市
長
提
出
議

案
22
件
、
意
見
書
１
件
、
決
議
１
件
が
上
程
さ
れ
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

新
城
市
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
規

定
を
整
理
す
る
等
の
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
め
ま
す
。

令
和
６
年
度
新
城
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

２
億
１
１
６
万
５
千
円
を
増
額
し
、
総

額
を
２
５
８
億
６
，
８
９
１
万
５
千
円

と
し
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
、

・
予
防
接
種
事
業

・
豊
橋
新
城
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）

整
備
事
業

な
ど
必
要
な
予
算
を
計
上
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
新
城
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
億
４
，
８
０
０
万
円
を
増
額
し
、
総

額
を
２
６
０
億
１
，
６
９
１
万
５
千
円

と
し
ま
す
。

　
内
容
は
、

・
定
額
減
税
・
定
額
減
税
補
足
給
付
金

給
付
事
業

に
必
要
な
予
算
を
計
上
し
ま
す
。

新
城
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　
高
規
格
救
急
自
動
車
を
取
得
し
、
東

栄
分
署
に
配
備
し
ま
す
。

財
産
の
取
得

　
荻
野
　
喜
久
男
　
氏
（
作
手
地
区
）

　
木
村
　
由
美
　
　
氏
（
作
手
地
区
）

　
任
期
満
了
に
伴
い
推
薦
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　
新
城
市
給
食
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

た
め
、
条
例
を
新
た
に
定
め
ま
す
。

６月定例会

６月定例会討 論 の あ っ た 議 案
（賛成多数により可決）●第72号議案 新城市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

（賛成多数により可決）●第73号議案 新城市給食センターの設置及び管理に関する条例の制定

　

浅尾 洋平 議員
　マイナンバーカードの利用による個人情報漏えいや
トラブルが多く報告されており、制度自体の中止を求め
る。マイナンバー制度に伴う条例改正は、反対する。

反対 竹下 修平 議員
　条例の上位法規である法律が改正されるのであれ
ば、関連する条例も併せて改正するのが当然の流れで
ある。法律と条例に齟齬が生じることがないよう条例
改正は、賛成する。

賛成

柴田 賢治郎 議員
　地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づ
く施設として、運用するための条例になるので必要。
他の課題は別の場で議論されるべきであり、設置しな
い理由にはならないと考え、賛成する。

賛成

丸山 隆弘 議員
　給食センターは、法律によって条例で設置すること
になっている。子どもたちに安心安全の給食を手当て
するために一つ一つ議論しながら解決してきた。目的
が効果的に達成されることを期待し、賛成する。

賛成

　

浅尾 洋平 議員
　調理員の時給を上げることで、自校方式は維持でき
る。給食運営委員会の設置や市の対応に疑問を持っ
ている。今後、施設の規模と子どもの数に差が生じ
る。この中で、安心安全な給食体制が守られるか疑問
であり、反対する。

反対

山田 辰也 議員
　運営委員会を今まで置かなかったことに疑問を感じ
る。委員会の設置に税金が必要で、今までの給食施設
の不備や劣悪な環境を無視した市の行動に不満を持
っている。委員会や会議は責任逃れや余分な経費を生
むだけと考え、反対する。

反対
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▶

可燃性一般廃棄物を自ら搬入で
きない場合の対応方法は。

Q.

市長の許可を受けた業者も搬入
できることを案内している。

Ａ.

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
可
燃
性
一
般

廃
棄
物
を
搬
入
で
き
る
の
は
、
新
城
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
第
３
条
第
１
項
第
１
号

に
「
市
内
で
発
生
し
た
可
燃
性
一
般
廃

棄
物
を
自
ら
搬
入
す
る
者
」
と
あ
る

が
、
可
燃
性
一
般
廃
棄
物
を
自
ら
搬
入

で
き
な
い
場
合
の
対
応
方
法
を
伺
う
。

　
新
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
第
３
条
第
１

項
第
２
号
に
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
第
７
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
市
長
の
許
可
を
受
け
た
一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
業
者
も
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
案
内
し
て
い
る
。

　
５
月
末
に
庁
舎
に
お
い
て
試
行
的
に

流
さ
れ
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
経
緯
を
伺
う
。

　
令
和
５
年
度
の
全
庁
的
業
務
改
善
・

提
案
運
動
「
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｌ
（
か
え
る
）
運

動
」
で
の
職
員
か
ら
の
提
案
を
受
け

て
、
担
当
部
局
が
導
入
の
可
否
を
検
討

す
る
た
め
試
行
的
に
本
庁
舎
内
で
Ｂ
Ｇ

Ｍ
を
放
送
し
た
。
職
員
提
案
の
内
容

は
、
本
庁
舎
等
は
無
音
空
間
で
あ
り
、

来
庁
者
か
ら
静
か
す
ぎ
て
相
談
し
づ
ら

い
こ
と
、
他
の
人
に
内
容
が
漏
れ
る
心

配
が
あ
る
な
ど
の
指
摘
を
受
け
、
既
存

の
放
送
設
備
を
活
用
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
放

送
し
た
と
い
う
も
の
。

・
市
民
の
経
済
状
況
に
つ
い
て

・
本
市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

・
特
定
外
来
生
物
に
対
す
る
本
市
の
対

応
に
つ
い
て

・
本
市
の
様
々
な
記
録
写
真
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
共
同
調
理
場
稼
働
に
伴
い

廃
棄
さ
れ
る
食
器
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

今泉吉孝

動画でチェック
議員

市
民
協
働
部
長

総
務
部
長

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
こ
れ
ま
で
も
要
望
が
あ
り
、
待
ち
望
ま
れ
た
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
名
は
『
新
城
市
議
会
チ
ャ
ン

ネ
ル
』
で
、
議
会
に
関
連
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
、
令
和
６
年
６

月
定
例
会
の
一
般
質
問
を
除
く
会
議
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
会
議
終
了
後
に
順
次
公
開
す
る
予
定
で
す
。
初
め
て
の
試
み
に
な
り
ま
す

の
で
、
見
や
す
い
映
像
に
は
な
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
市
議
会
は
、
市

政
や
議
会
を
見
た
い
、
理
解
し
た
い
と
望
ま
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
再
生
回
数
と

い
う
よ
り
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
議
員
18
名
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
市
民
の
代
表
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
言

葉
を
汲
み
上
げ
ら
れ
る
様
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
今
泉
吉
孝
）

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
始
め
ま
し
た
。

新城市議会に関連する情報発信

定例会の放映情報
本会議第１日
本会議第２日
（一般質問）
本会議第３日
（一般質問）
本会議第４日

（一般質問予備日）
本会議第４日
（一般質問以外）
総務経済委員会
厚生文教委員会
予算・決算委員会
本会議第５日

YouTube（録画）

YouTube
（録画）

ティーズ
（中継・録画）
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議案は、議会の議決を経て、市または議会の意思を決定するため、
市長または議員もしくは委員会が、議会に提出する案件のことです。

容
内
の
案
議
な
主

　
６
月
定
例
会
は
６
月
10
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
、
一
部
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
、
市
長
提
出
議

案
22
件
、
意
見
書
１
件
、
決
議
１
件
が
上
程
さ
れ
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

新
城
市
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
規

定
を
整
理
す
る
等
の
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
め
ま
す
。

令
和
６
年
度
新
城
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

２
億
１
１
６
万
５
千
円
を
増
額
し
、
総

額
を
２
５
８
億
６
，
８
９
１
万
５
千
円

と
し
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
、

・
予
防
接
種
事
業

・
豊
橋
新
城
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）

整
備
事
業

な
ど
必
要
な
予
算
を
計
上
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
新
城
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
億
４
，
８
０
０
万
円
を
増
額
し
、
総

額
を
２
６
０
億
１
，
６
９
１
万
５
千
円

と
し
ま
す
。

　
内
容
は
、

・
定
額
減
税
・
定
額
減
税
補
足
給
付
金

給
付
事
業

に
必
要
な
予
算
を
計
上
し
ま
す
。

新
城
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　
高
規
格
救
急
自
動
車
を
取
得
し
、
東

栄
分
署
に
配
備
し
ま
す
。

財
産
の
取
得

　
荻
野
　
喜
久
男
　
氏
（
作
手
地
区
）

　
木
村
　
由
美
　
　
氏
（
作
手
地
区
）

　
任
期
満
了
に
伴
い
推
薦
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　
新
城
市
給
食
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

た
め
、
条
例
を
新
た
に
定
め
ま
す
。

６月定例会

６月定例会討 論 の あ っ た 議 案
（賛成多数により可決）●第72号議案 新城市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

（賛成多数により可決）●第73号議案 新城市給食センターの設置及び管理に関する条例の制定

　

浅尾 洋平 議員
　マイナンバーカードの利用による個人情報漏えいや
トラブルが多く報告されており、制度自体の中止を求め
る。マイナンバー制度に伴う条例改正は、反対する。

反対 竹下 修平 議員
　条例の上位法規である法律が改正されるのであれ
ば、関連する条例も併せて改正するのが当然の流れで
ある。法律と条例に齟齬が生じることがないよう条例
改正は、賛成する。

賛成

柴田 賢治郎 議員
　地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づ
く施設として、運用するための条例になるので必要。
他の課題は別の場で議論されるべきであり、設置しな
い理由にはならないと考え、賛成する。

賛成

丸山 隆弘 議員
　給食センターは、法律によって条例で設置すること
になっている。子どもたちに安心安全の給食を手当て
するために一つ一つ議論しながら解決してきた。目的
が効果的に達成されることを期待し、賛成する。

賛成

　

浅尾 洋平 議員
　調理員の時給を上げることで、自校方式は維持でき
る。給食運営委員会の設置や市の対応に疑問を持っ
ている。今後、施設の規模と子どもの数に差が生じ
る。この中で、安心安全な給食体制が守られるか疑問
であり、反対する。

反対

山田 辰也 議員
　運営委員会を今まで置かなかったことに疑問を感じ
る。委員会の設置に税金が必要で、今までの給食施設
の不備や劣悪な環境を無視した市の行動に不満を持
っている。委員会や会議は責任逃れや余分な経費を生
むだけと考え、反対する。

反対
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（賛成多数により可決）●第74号議案 令和６年度新城市一般会計補正予算（第３号）

（賛成少数により否決）

●決議案第１号パレスチナ自治区ガザ地区における即時停戦と和平を求める決議

６月定例会討 論 の あ っ た 議 案

竹下 修平 議員
　一部を反対するのであれば、補正予算の修正案を提
出すべき。議案を反対することは、本市の悲願でもあ
るスマートインターチェンジの完成を遅らせてしまうこ
とになるため、賛成する。

賛成

鈴木 長良 議員
　補正予算は早期対応が必要な事業に充てられ、豊
橋新城スマートインター整備事業では地域への影響
調査が行われる。予防接種事業では高齢者や障害者
の新型コロナ重症化予防のため、接種環境整備が重
要と考え、賛成する。

賛成

今泉 吉孝 議員
　新型コロナワクチン接種は任意であるが、副反応や
健康被害が出ているなど、性質上、不確定要素が多い
ので、賛成できない。しかし、補正予算には他の有意義
な予算が含まれていると考え、賛成する。

賛成
　

浅尾 洋平 議員
　マイナンバーカード制度は、偽造や情報漏えいのリ
スクがあることや、個人情報の管理が困難であるこ
と。また、母子手帳と一体化も問題で、日本共産党は
マイナンバーカード制度の再検討を求めているため、
反対する。

反対

　

カークランド 陽子 議員
　市が新型コロナウイルスワクチン接種の自己負担を
大幅に下げることで接種を推奨することとなるが、戦
後最大の健康被害や死亡例も報告されている。情報
弱者などの市民にも配慮すべき。命よりも予算を優先
するのは疑問であり、反対する。

山田 辰也 議員
　市の一般財源で手当てする新型コロナワクチン接種
費用は、リスクへの情報が少ない方が、知らないまま市
を信じて受ける可能性がある。接種自体を市民に委ね
る行政姿勢に疑問と、無駄な税金の浪費となると考
え、反対する。

反対

反対

浅尾 洋平 議員
　市民の声を反映し、即時停戦を求める内容であり、
他の自治体でも同様の決議が採択されている。決議の
提案には、議会運営委員会においてその権利が認めら
れていることから、議会の自由と民主主義を尊重する
べきと考え、賛成する。

賛成

今泉 吉孝 議員
　私たちは言論の府の一員であり、良いと思うことが
あれば声を上げるべき。戦争は正当化されるべきでは
ない。正義の戦争はないと思い、即刻停戦をすべきだ
と考え、賛成する。

賛成

柴田 賢治郎 議員
　慎重姿勢ではなく、市民の声に応えるためにも早急
な行動が求められる。先例集や議会のルールに縛られ
ず、市民の意見を反映させるべき。市民はガザ地区の
停戦を望んでおり、私たち議員もその思いに応えるべき
と考え、賛成する。

賛成
　

カークランド 陽子 議員
　本市は平和都市宣言をしており、平和を望んでいる。
しかし、宗教戦争であり、その背景を理解するのは困
難。国として国際法の遵守を求めることや人道支援は
既に行われており、一地方自治体が安易に決議するべ
きではないと考え、反対する。

反対

　

山田 辰也 議員
　国連がすべて正しいとは考えない。宗教戦争であ
り、本市が介入する必要はない。市は財政的に厳しい
状況であり、やるべきことが他にまだたくさんある。外
国の内政干渉に時間を費やす余裕はなく、また、議会
のルールを守るため、反対する。

齊藤 竜也 議員
　戦争反対の意見は当然だが、決議を出すべきかどう
かに焦点を絞ると、私たちができることは支援や情報
発信である。議員決議だけでなく、社会に影響を与え
る方法は他にもたくさんあると考え、反対する。

反対

反対
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議
案
番
号

議　　案　　名
議
決
結
果

表決 議 員 名
賛

成

反

対

カ
ー
ク
ラ
ン
ド
陽
子

今
泉
吉
孝

小
林
秀
德

竹
下
修
平

齊
藤
竜
也

佐
宗
龍
俊

鈴
木
長
良

浅
尾
洋
平

柴
田
賢
治
郎

小
野
田
直
美

山
田
辰
也

村
田
康
助

山
口
洋
一

長
田
共
永

鈴
木
達
雄

滝
川
健
司

中
西
宏
彰

丸
山
隆
弘

72

新城市個人番号の利用及び特

定個人情報の提供に関する条

例の一部改正

原案可決 16 1 〇〇〇〇〇〇〇×〇〇〇〇〇
議
長
は
議
決
に
加
わ
ら
な
い

〇〇〇〇

73
新城市給食センターの設置及

び管理に関する条例の制定
原案可決 15 2 〇〇〇〇〇〇〇×〇〇×〇〇 〇〇〇〇

74
令和６年度新城市一般会計補

正予算（第 3号）
原案可決 14 3 ×〇〇〇〇〇〇×〇〇×〇〇 〇〇〇〇

決議 1

パレスチナ自治区ガザ地区に

おける即時停戦と和平を求め

る決議

否決 3 14 ×〇×××××〇〇×××× ××××

※○は賛成、×は反対、賛否については各議員からの報告をもとに公表します。

６月定例会賛 否 の 分 か れ た 議 案

議案番号 議　　案　　名 議決年月日 審議結果

報告３ 専決処分事項の報告（和解及び損害賠償の額の決定） 6･6･10 報告

報告４ 専決処分事項の報告（工事請負契約の変更） 〃 〃

報告５
令和５年度新城市一般会計予算の継続費に係る繰越
計算書

〃 〃

報告６
令和５年度新城市一般会計予算の繰越明許費に係る
繰越計算書

〃 〃

報告７
令和５年度新城市水道事業会計予算の建設改良費に
係る繰越計算書

〃 〃

報告８
令和５年度新城市下水道事業会計予算の建設改良費
に係る繰越計算書

〃 〃

66
新城市税条例の一部を改正する条例の専決処分の承
認

〃 承認

67
新城市過疎地域における固定資産税の課税免除に関
する条例の一部を改正する条例の専決処分の承認

〃 〃

68
新城市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
専決処分の承認

〃 〃

69
令和５年度新城市一般会計補正予算（第１５号）の
専決処分の承認

〃 〃

70
令和６年度新城市一般会計補正予算（第２号）の専
決処分の承認

〃 〃

71 新城市税条例の一部改正 6･6･28 原案可決

議案番号 議　　案　　名 議決年月日 審議結果

72
新城市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部改正

6･6･28 原案可決

73
新城市給食センターの設置及び管理に関する条例の
制定

〃 〃

74 令和６年度新城市一般会計補正予算（第３号） 〃 〃

75
令和６年度新城市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第１号）

〃 〃

76 財産の取得 〃 〃

77 訴えの提起（反訴事件） 〃 〃

78 新城市固定資産評価員の選任 〃 同意

79 人権擁護委員の候補者の推薦 〃 異議なし

80 人権擁護委員の候補者の推薦 〃 〃

81 令和６年度新城市一般会計補正予算（第４号） 〃 原案可決

意見１
愛知県営水道の料金改定の慎重な対応についての意
見書

〃 〃

決議１
パレスチナ自治区ガザ地区における即時停戦と和平
を求める決議

〃 否決

議 結 一決 果 覧 ６月定例会
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給食センター

　
本
定
例
会
に
お
い
て
は
４
議
案
が
本

委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
各
委
員
か
ら
活

発
な
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
に
討
論
に
入

り
ま
し
た
が
討
論
は
な
く
、
い
ず
れ
も

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
「
可
決
す

べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
第
76
号
議
案
は
、
消
防
業
務
を
実
施

す
る
に
当
た
り
、
救
急
車
両
を
取
得
す

る
た
め
に
上
程
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

広
大
な
面
積
を
有
す
る
新
城
市
の
消
防

署
管
内
に
住
ま
う
人
々
の
安
全
安
心
な

暮
ら
し
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
定

期
的
な
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
も

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
必
要

と
な
る
経
費
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
「
穂
の
香
看
護
学
校
市
立
化
の
要
望

書
」
と
し
て
提
出
さ
れ
た
陳
情
審
査
に

つ
い
て
は
、
行
財
政
に
関
わ
る
事
項
と

し
て
本
委
員
会
が
担
当
を
し
ま
し
た
。

現
在
の
学
校
運
営
や
生
徒
の
状
況
等
、

多
岐
に
わ
た
る
質
疑
や
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
の
市
立
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
の

確
認
が
行
わ
れ
た
後
に
討
論
へ
入
り
ま

し
た
が
、
「
市
に
学
校
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
は
無
く
、
現
時
点
で
の
市
立
化
は
困

難
で
あ
る
」
と
の
反
対
討
論
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

　
次
回
の
定
例
会
ま
で
に
は
、
行
政
視

察
や
市
長
部
局
へ
の
議
会
要
望
の
取
り

ま
と
め
等
、
様
々
な
や
る
べ
き
仕
事
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い

て
も
議
会
し
ん
し
ろ
を
通
じ
て
お
伝
え

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
第
73

号
議
案
「
新
城
市
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」

に
つ
い
て
、
審
査
し
た
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

　
本
議
案
に
は
賛
否
両
論
が
唱
え
ら

れ
、
「
こ
れ
ま
で
自
校
式
給
食
を
支
持

し
て
き
た
立
場
か
ら
、
学
校
給
食
運
営

委
員
会
の
設
置
そ
の
も
の
が
、
税
金
の

無
駄
遣
い
で
あ
り
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
現
在
の
自
校
方
式
で

も
学
校
給
食
運
営
委
員
会
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
状
況
で
あ
っ
た
の
に
設
置
し

な
か
っ
た
市
政
は
、
自
校
方
式
の
充
実

や
守
る
こ
と
へ
の
努
力
を
怠
っ
て
き
た

も
の
で
あ
る
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
委
員
会
を
置
く
き

っ
か
け
に
な
っ
た
が
、
自
校
方
式
で
も

委
員
会
は
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
る
」

と
の
反
対
討
論
に
対
し
、
「
本
条
例

は
、
新
城
市
給
食
セ
ン
タ
ー
を
「
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
い
た
施
設
と
し
て
運
用

す
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
法
律
に
則

っ
た
施
設
の
運
用
を
求
め
た
い
」
と
の

賛
成
討
論
が
あ
り
、
起
立
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
議
会
で

の
審
議
を
受
け
、
い
よ
い
よ
こ
の
９
月

よ
り
新
城
市
給
食
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開

始
と
な
り
ま
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完

成
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
新
た
な
ス
タ
ー

ト
と
捉
え
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
あ
ふ
れ

る
本
市
の
学
校
給
食
を
皆
で
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

委員会インフォメーション
i　　n　　 f　　o　　 r　　m　　a　　 t　　 i　　o　　n

委員会とは、議会の内部組織として、本会議における審議の予備的審査調査機関として設置されるものです。

各委員長が、委員会活動について
分かりやすくお伝えするコーナーです。

総
務
経
済
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会
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６
月
定
例
会
終
了
後
、
表
彰
伝
達
式

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
政
発
展

に
努
め
た
功
績
に
よ
り
、
浅
尾
洋
平
議

員
、
柴
田
賢
治
郎
議
員
、
小
野
田
直
美

議
員
、
山
田
辰
也
議
員
、
山
口
洋
一
議

員
が
10
年
間
表
彰
、
長
田
共
永
議
員
が

20
年
間
表
彰
、
正
副
議
長
の
４
年
間
表

彰
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
市
議
会
議

長
会
と
東
海
市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

①
公
約
が
実
現
し
た
こ
と
で
す
。
医
療

費
18
歳
ま
で
完
全
無
料
化
、
学
校
教

室
エ
ア
コ
ン
設
置
と
ト
イ
レ
洋
式

化
、
ワ
ン
コ
イ
ン
が
ん
検
診
、
市
民

病
院
で
整
形
・
泌
尿
器
科
の
常
勤
医

師
確
保
で
す
。
市
民
の
皆
様
に
感
謝

し
、
今
後
も
市
政
に
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

②
市
議
会
で
日
本
共
産
党
の
議
員
は
私

一
人
で
す
。
少
数
派
で
市
政
チ
ェ
ッ

ク
は
大
変
で
す
が
、
市
長
に
賛
成
す

る
議
員
ば
か
り
で
は
不
祥
事
や
税
金

の
無
駄
を
見
抜
け
ま
せ
ん
。
市
民
の

声
を
大
切
に
し
、
本
市
を
よ
く
す
る

た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

①
地
域
の
声
が
届
い
た
と
思
え
る
議
決

の
時
は
ど
れ
も
う
れ
し
い
で
す
。
公

助
を
求
め
て
市
を
頼
っ
て
い
る
住
民

の
方
々
に
行
政
が
寄
り
添
え
る
瞬
間

を
感
じ
ら
れ
た
時
、
報
わ
れ
た
と
思

え
ま
す
。

②
市
民
代
表
で
あ
る
市
議
会
議
員
が
一

つ
の
予
算
を
承
認
す
る
。
中
に
は
緊

縮
財
政
で
投
資
的
予
算
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
と
の
ご
意
見
の
中
、
そ
れ

で
も
市
行
政
の
意
味
を
求
め
て
予
算

を
承
認
す
る
こ
と
で
す
。

①
市
内
外
の
沢
山
の
仲
間
と
一
緒
に
活

動
し
、
市
職
員
の
協
力
を
得
て
、
市

や
市
民
の
た
め
の
施
策
や
事
業
を
着

実
に
実
現
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
市
や
市
議
会
に

す
る
た
め
、
い
ま
だ
奮
闘
中
で
す
。

①
こ
の
10
年
間
、
市
民
の
皆
様
と
共
に

歩
ん
で
き
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
大

変
な
挑
戦
で
あ
り
、
大
き
な
喜
び
で

も
あ
り
ま
し
た
。
ご
支
援
と
ご
協
力

に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
市
民

の
皆
様
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
多
く

の
素
晴
ら
し
い
経
験
を
得
ら
れ
た
こ

と
が
最
も
良
か
っ
た
こ
と
で
す
。

②
複
雑
な
課
題
に
直
面
し
、
解
決
策
を

見
つ
け
る
た
め
に
苦
労
し
た
こ
と
が

一
番
大
変
で
し
た
。

①
議
会
推
薦
で
監
査
委
員
へ
の
就
任
で

す
。
学
識
経
験
の
あ
る
監
査
委
員
と

と
も
に
、
諸
事
業
の
事
業
成
果
お
よ

び
こ
れ
に
伴
う
公
会
計
・
公
営
企
業

会
計
に
係
る
監
査
に
従
事
で
き
た
こ

と
で
す
。

②
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
の
悪
臭

が
続
く
中
、
事
業
者
に
対
し
県
や
市

が
行
う
合
法
的
な
指
導
・
改
善
命
令

を
地
域
住
民
に
説
明
す
る
の
が
大
変

で
し
た
。

①
何
よ
り
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
気
さ

く
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
様
々

な
お
声
を
聞
き
、
そ
の
お
声
を
市
政

に
反
映
で
き
た
時
、
喜
び
を
感
じ
ま

す
。

②
議
員
と
な
り
、
大
変
だ
と
思
っ
た

り
、
後
悔
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
も
し
か
す
る
と
家
族
に
は
迷
惑

を
か
け
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

表 彰 伝 達 式
　
受
賞
さ
れ
た
各
議
員
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

①
議
員
生
活
で
一
番
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
。

②
議
員
生
活
で
大
変
だ
っ
た
こ

と
。

■ 

浅
尾
洋
平
議
員

■ 

柴
田
賢
治
郎
議
員

■ 

小
野
田
直
美
議
員

■ 

山
田
辰
也
議
員

■ 

山
口
洋
一
議
員

■ 

長
田
共
永
議
員

後列左から、浅尾議員、柴田議員、小野田議員
前列左から、山田議員、長田議員、山口議員

特集
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お知らせ
　
６
月
21
日
（
金
）、
作
手
小
学
校
６
年
生

児
童
全
員
が
議
会
の
傍
聴
に
み
え
ま
し

た
。
齊
藤
議
員
の
一
般
質
問
で
は
、
傍
聴

す
る
小
学
生
に
分
か
っ
て
も
ら
お
う
と
工

夫
を
凝
ら
し
た
言
葉
選
び
や
、
解
説
を
交

え
る
な
ど
し
て
質
問
と
答
弁
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
６
年
生
に
は
少
し
難
し
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
児
童
か
ら
は
「
楽
し

か
っ
た
」、「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」、「
ち

ょ
っ
と
難
し
か
っ
た
」
な
ど
多
様
な
反
応

が
あ
り
ま
し
た
が
、
教
育
の
一
助
に
な
れ

た
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

作
手
小
学
校
６
年
生
が
議
会
を

傍
聴

９
月
定
例
会
日
程（
予
定
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継

９
月
３
日

９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

17
日

18
日

20
日

本
会
議
第
１
日

議
案
の
審
議

本
会
議
第
２
日 

一
般
質
問※

中
継
12

本
会
議
第
３
日 

一
般
質
問※

中
継
12

本
会
議
第
４
日

一
般
質
問
（
予
備
日
）※

中
継
12

総
務
経
済
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会

予
算
・
決
算
委
員
会
（
予
算
）

予
算
・
決
算
委
員
会
（
決
算
）

予
算
・
決
算
委
員
会
（
予
備
日
）

本
会
議
第
５
日

議
案
の
審
議

chch

ch

編
集
後
記

　
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
人
口

問
題
対
策
に
つ
い
て
一
般
質
問
で

取
上
げ
た
議
員
が
８
名
み
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
議
会
と
し
て
も
重
要

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
市
当
局
は
多
岐
に
わ
た

り
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

山
あ
い
に
清
流
が
流
れ
る
自
然
豊

か
で
の
ど
か
な
本
市
に
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
き
、
心
豊
か
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
今
後
も
市

民
を
は
じ
め
行
政
、
そ
し
て
議
会

も
一
丸
と
な
っ
て
「
人
が
人
を
呼

ぶ
ま
ち
・
新
城
市
」
と
な
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。（小

林
秀
德
）

■
広
報
広
聴
委
員
会

　
委
員
長
／
丸
山
隆
弘

　
副
委
員
長
／
鈴
木
達
雄

　
委
　
　
員
／
小
林
秀
德
　
竹
下
修
平

　
　
　
　
　
　
鈴
木
長
良
　
浅
尾
洋
平

　
　
カ
ー
ク
ラ
ン
ド
陽
子
　
今
泉
吉
孝

●
ご
意
見
・ご
感
想
な
ど
、議
会
事
務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
電
　
話
﹈
０
５
３
６
―
２
３
―
７
６
５
７

﹇
メ
ー
ル
﹈gikai@

city.shinshi ro.lg.jp

﹇
入
力
画
面
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
﹈

（一般質問）

（一般質問以外）

意
書
見
１
件
を
可
決
し

県
へ
提
出
し
ま
し
た

　
定
例
会
最
終
日
（
６
月
28
日
）
に

１
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、
県
へ
提

出
し
ま
し
た
。
意
見
書
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
愛
知
県
営
水
道
の
料
金
改
定
の
慎

重
な
対
応
に
つ
い
て
の
意
見
書
】

（
愛
知
県
知
事
へ
提
出
）

　
本
市
は
水
源
地
で
あ
り
ま
す
が
、

取
水
量
は
水
利
権
で
決
ま
っ
て
い
る

た
め
、
市
内
へ
の
配
水
量
の
う
ち
不

足
す
る
量
を
県
営
水
道
か
ら
購
入
し

て
い
ま
す
。
そ
の
購
入
量
は
全
体
の

約
35
％
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
本
市

は
、
東
三
河
の
市
の
中
で
最
も
高
い

水
道
料
金
で
あ
り
、
料
金
改
定
は
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

た
め
、
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
改
定
は
市
町
村
の
水
道
事

業
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
住
民

に
さ
ら
な
る
負
担
を
求
め
る
こ
と
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
短
期
間
の
電

気
料
金
等
の
動
向
だ
け
で
決
定
せ

ず
、
各
事
業
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
協
議
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
も

の
で
す
。

会
議
終
了
後
、
編
集
作
業
が
で
き
次
第
、

順
次
公
開
し
て
い
き
ま
す
。


